
メー グ ハ シ ュ リー比 丘 の法 門150

メ

ー

グ

ハ

シ

ュ

リ

ー

比

丘

の

法

門

ー

ガ
ン
ダ
ヴ

ュ
ー
ハ
の
思
想
史
的
研
究
の
た
め
の
畳
書
i

　4

林

圓

照

は

じ

め

に

こ

の
小

論

で

ガ

ン
ダ

ヴ

ュ
ー

ハ

○
巷

号

く
旨

プ
9

と
言

う

の
は

華

嚴

の

『
入

法

界
品

』

あ

る

い
は

『
普

賢

行

願

品

』

に
相

當

す

を
梵

本

で
あ

り
、

そ

の
主

な

内

容

は

衆

知

の

よ
う

に
、

豪

商

の
息

子

で

あ

る

ス
ダ

ァ
ナ
青

年

ω
巳

冨

口
p

糟
Φ
曾
三

鼠

座
犀
ρ

が

五

十

三

の
善

友

を

尋

求

し

て
イ

ン
ド
中

を
遍

歴

す

る
求

道
物

語

で

あ

る
。
こ

の
ガ

ン
ダ

ヴ

ュ
ー

ハ
の
思

想

が

ど

の
よ

う

に
理
解

さ

れ
、

展

開

さ

れ

た

か

を
研

究

課
題

と
す

る
思

想

史

的

な
観

貼

か
ら

は
、

特

に

シ

ナ
佛

教

思

想

上

で

の
取
扱

い
が

中

心

と

な

る
場

合

に

は
、

こ

の
研

究

の
基

礎

資

料

と

し

て

『
漢

課

華

嚴

』

を
も

含

む

こ
と

は

無

論

で
あ

る
。

こ

～

で
は

「
ガ

ン
ダ

ヴ

ュ
ー

ハ
の
思

想

史

的

研

究

」

の

一
端

と

し

て

「
メ

ー
グ

ハ

シ

ュ
リ

ー
比

丘
」

章

を
梵

・
漢

・
藏

三
本

を
封

照

し

つ
㌧
、

微

力

な
が

ら

、

そ

の
原

意

を
汲

ま

ん

と
望

む
も

の

で

あ

る
。

梵

本

は

日
プ
Φ

O
p
仁
α
ρ
<
《
ロ
プ
ρ

ω
91
葺

P

o
ユ
江
o
巴
蔓

①
α
詳
①
α

げ
図

U
・
日
.
oっ
q
N
¢
匹

卿

口
・
H
鋤
目

ヨ
一●

。。
〈
o
す

国
曳
0
8

H
り
ω
賢

ω
①
.

器

芝

お
く
一ω
&

9

三

〇
戸

戯

く
○
す

犀
図
♀

ρ

同
逡

P

6

巳

●

α
α
甘

●

＼
＼
竃
Φ
σQ
げ
君

昌
廿
＼
＼

℃
ワ

㎝
O
b
I
①
ρ

漣

.

漢

本

は

六
十

華

嚴

『
入

法

界

品

』

(
正
藏
九

・
六

九
八

c
・
+
七
ー

六
九
〇

b

・
二
五
)
東

晋

佛

駄

駿

陀

羅

課

(
四

一
八
ー
四

二
〇
年
)
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八

十

華

嚴

『
入

法

界

品
』

(
正
藏
+

ニ
ニ
三
四

a

・
+
五
」

一三
二
五
a

・
四
)
エ
」
閲

國

實

叉
難

陀

課

(六

九
五
ー
六
九
九
年
)

四

十

華

嚴

『
入

不

思
議

解

脱

境

界
普

賢

行

願

品

』

(
正
藏
+

・
六
七
九
b

.
二
二
i

六
八
〇
b

.
二
九
)
厨

賓

國

般

若

繹

(
七
九

五
ー

七
九

八
年
)

藏

本

は

日
げ
Φ
日
き
①
富

昌

日
泣
営
富

犀
9

℃
①
巴

コ
σQ

国
9
江
o
嵩

じd
囚
>
d

O
磯
d
肉

℃
げ
巴
ゐ
げ
①
コ

H
ど

D
ρ

ド
O
㎝
S

乞
ρ

刈
曾

・
ω
p
ぴ
肖
σQ
曳
p
ω

℃
げ
巴
-℃
o
ゐ
プ
Φ
ω
げ
①
ω
-げ
℃
甲
び
ρ
輪
ヨ
み
亭
お

団
器

-嚇

δ
9

口
も
○
甘

日
α
ρ

＼
oQ
9

阜

℃
o
ω
寓

σQ
囁

亭

℃
ρ
＼
QQ
一㊤
母

占

O
O
げ
●
℃
℃
・
H
ω
㊤
占

ら

●
日
具

び
嘱

冒
富

巨

葺
2

0。
霞

①
巳

蜀

げ
○
α
芦

団
Φ
め
①
ω
巴

①

①
げ
。
・

を

テ

キ

ス
ト

と
す

る
。

こ

㌧
に
他

の
梵

窟

太
、

藏

版

本

の
参

照

を

欠

い
て

い
る

こ
と

は

こ

の
小

論

の
限

界

で

あ

る
。

鈴

木

・
泉

本

は

ア

ジ

ア
協
會

本

を

底

本

と

し

て
ほ

か

五

種

を

校
訂

し

た
も

の
だ

が

充

分

な

テ

キ

ス
ト

と

言

え

な

い
。

龍

谷

大
、

眞

田
教

授

は

「
華

嚴

経

の
梵

文

に
就

い
て
」

(
佛
教
學
研
究
第
+
六

.
+
七
)
で

二
十

一
種

の

M

S

を
畢

げ

て
お

ら

れ

る
。

最

近

、

ビ

ハ
ー

ル
州

の

切
巳

α
ぼ

簿

o。
き

ω
再

埠

日
①
蓉

ω
の

シ

リ

ー
ズ

を
出

版

し

て

い

る
所

か

ら

ヨ
ρ

一
〇
。。
●
○
ρ
O
骨

く
旨

冨

Φ
P

げ
団

℃
.
ピ
●
<
巴
身

9

U
霞
げ
ず
p
口
σ。
♪

一
㊤
①
ρ

口
○
ざ

℃
℃
●
×
×
×
一や
義

O
●

が

刊

行

さ

れ

た
。

こ
れ

を
参

照

し

て
新

し

い
見

解

を

得

ら

れ

る
機

會

を

待

つ

て

い

る
。

大

部

な

ガ

ン
ダ

ヴ

ュ
ー

ハ
の
原

典

の
意

義

を
淺

り

な
く

汲

ん

で
全

髄

的

な
構

想

の
下

に

一
貫

し

た
思

想

を

把

握

す

る

こ
と

は

基

礎

研
究

の

段

階

で

は

不

可

能

な

こ

と

で

あ
る

。

こ

の
試

論

で

は
拙

い
抄

繹

と
研

究

覧

書

を

「
メ

ー
グ

ハ

シ

ュ
リ

ー
比

丘
」

を

中

心

に

ま

と

め

た
未

定

稿

以
外

の
何

も

の

で
も

な

い
。

一

繹

註

メ

ー

グ

ハ

シ

ュ
リ

ー

比

丘

を

訪

ね

て

　　

　

か

く

し

て
豪

商

の

息
子

・
ス
ダ

ァ
ナ
青

年

は
次

第

に

ラ

ー

マ
バ

ラ

ー

ン

タ
國

の
あ

る
と

こ
ろ

に
向

つ

て
往

き

ま

し

た
。
往

つ

て

か

ら

、
.
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き

　
の
の

き

ラ
ー
マ
バ
ラ
ー
ン
タ
國
内
を
歩
き
廻
り
、
宿
世

の
善
根
よ
り
生
じ
た
最
勝
の
行
爲
に
よ
る
加
護
を
望
ん
で
、
美
味
の
食
物
を
た
ぺ
、
ス
グ

る

ら

リ

ー

バ
山

の
あ

る

と

こ
ろ

に

登

つ
て
、

メ
ー

グ

ハ

シ

ュ
リ

ー

比

丘

を

さ

が

し

な
が

ら
東

方

へ
行

き

ま

し

た

。

同

じ

よ

う

に
南

方

へ
、

西

方

㈹

へ
、

北

方

へ
、

北

東

方

へ
、

東

南

方

へ
、

南

西

方

へ
、

西

北

方

へ
も

行

つ

た

。

メ

ー

グ

ハ

シ

ュ
ゾ

ー

比

丘

を

さ

が

し

な

が

ら

上

方

も

見

廻

し

ま

し

た

。

ま

た

下

方

を

も

(
見

廻

し

た

)
。

[o
〈
・
℃
℃
6
α
P

㊤山

μ
・]

註

ω

ω
高
山
ヶ
ρ
コ
9

喰
8

仔

答
鍵

ρ
閃
9

《

非

常

に
富

裕

な
》

と

言

う

豪
商

の
息

子

、

漢

本

三

課

と

も

に
善

財

童

子

で

あ

る
。

②

菊
帥
8
91
く
9
鼠

口
富

宣
昌
ρ
℃
畳

p

《

極

め

て
楽

し

い
》

と

い
う

地
方

、

六

十

華

嚴

は

可
樂

國

、

八
十

・
四

〇
華

嚴

は
勝

樂

國

と

す

る
。

㈹

…
③

も
臼

く
9、
犀
需

包
p
日
邑
器

ρ
9。
げ
犀
9
<
O

山
90雷

犀
母

ヨ
9,畠
巳

磐
げ
91
昌
ρ
日

ρ
口
o

げ
げ
導
q
o
詳
91
昌

σ
げ
o
σQ
帥
　

や
母

ま

げ
q
蕊

習

器

●

の
漢

課

な
し

。

四
十

華

嚴

に

「
由
爲

勤

求

善

知

識
故

、

掲

捨

身

命
、

無

飢

渇

想

、

正

念

観
察

心
安

無

退
」

と

あ

る

の

が

そ

の

一
部

分

の
取

意

の
課

と

も

見
倣

さ

れ

る
。

㈲

ω
q
αq
昌
く
㊤

燭
鍔

く
暮

p

《

美

し

い
首

、(峰

)

を

も

て
る
》

と

言

う
山

、

六

十
華

嚴

は
和

合

山

、

八

十

。
四
十

華

嚴

は

妙
峯

山

と
諜

す

。

㈲

冨
Φ
αq
げ
ρ
㊨
昌

び
び
騨

昭

《

雲

の
徳
》

と

言
う

比

丘

、

六

十

華
嚴

は
功

徳

雲

比

丘
、

八
十

華

嚴

は

徳
雲

比

丘
、

四
十

華

嚴

は
吉

鮮

雲

比

丘

で
あ

る
。

㈲

鈴

木

.
泉

本

は

℃
ρ
o
o
一日
o
#
ρ
鼠

日

と

あ

る
が

℃
9
め
9
白
9,8

目
ヰ
碧

9ー
ヨ

と

す

べ
き

で

あ

る
。

[
以

下

六

十

華
嚴

は
普

経

、

八

十
華

嚴

は
唐

経

、

四

十

華
嚴

は
行

願

品

と
呼

ぶ
]
。

の

わ

七
日
過
ぎ
て
の
ち
、
ス
ダ

ァ
ナ
青
年
は
メ
ー
グ

ハ
シ
ュ
リ
ー
比
丘
が
他
の
山
頂
の
李
地
に
徐
歩
し
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
彼
は
メ
ー

グ

ハ
シ
ュ
リ
ー
比
丘
の
庭
に
到

つ
て
、
比
丘
の
爾
足
を
頭
で
禮
拝
し
て
、
メ
ー
グ
ハ
シ
ュ
リ
ー
比
丘
を
右
続
し
て
の
ち

(比
丘
の
)
面
前

に
合
掌
し
起
立
し
て
、
次
の
よ
う
に
言

つ
た
。

「
ま
こ
と
に
、
聖
者
よ
。
以
前
す
で
に
、
私
は
無
上
の
正
等
覧
に
望

み
を
起
し
ま
し
た
。
し
か
し
菩
薩

に
お
い
て
は
菩
薩
行
を
ど
の
よ

働

:

.

う
に
學
習
す
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
に
修
行
す
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
に
菩
薩
行
は
始
め
ら
れ
る
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
に
菩
薩
行
を
行
な
う

べ

ゆ

き
か
、
&
α
よ
う
に
菩
薩
行
は
成
就
さ
れ
る
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
に
清
澤
に
さ
れ
る
べ
さ
か
、
ど
の
よ
う
に
趣
入
す

べ
き
か
・
ど
の
よ
う

●
:

㈱

に
完

成

さ
れ

る

べ
き

か

、

ど

の
よ

う

に
随

順

す

べ
き

か
、

ど

の

よ

う

に
到

達

す

る

べ
き

か
、

ど

の

よ
う

に
廣

め
ら

れ

る

べ

き

か
、

ど

の

よ

◎
:

㈱

う
に
菩
薩
行
の
集
り
が
圓
渦
さ
れ
る
べ
き
か
を
、
私
は
知
ら
な
い
。
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そ

し

て
私

は

聖

者

が

菩
薩

ら

に
教

を

與

え

る

と

聞

い

て

い
る
。

あ

る

か

を
、

私

に
聖

者

は
説

き

給

え
」
。

[Ω
<
・
℃
℃
・O
P
8
凸
卜。
・]

そ
れ
で
菩
薩
ら
が
ど
の
よ
う
に
し
て
無
上
の
正
等
覧

に
到
達
す
る
の
で

⑦

ωρ
℃
汁93げ
ρ
ω図
91げ
図
9
団
91
p

と

あ

る

の
は

ωρ
℃
鼠
げ
ρ
ω
図
p

暮

団
p
耳

9
ヨ

と

す

べ

き
か

。

㈲

0
9
昌
ζ

9
日
団
9
ヨ
帥
O
ρ

は
晋

経

は
静

思

経

行
、

唐

経

・
行

願

品

は
徐

歩

経

行

と

あ

る
。

静

思
経

行

を

『
探

玄

記
』

が
般

舟

三
昧

を
修

す

る
も

の
ま

た

そ
れ

は

一
行

三
昧

で
あ

り

、

思
惟

諸

佛

現

前

三
昧

の
相
状

で
あ

り

、

修

止

と
成

観

を

明

す

も

の

で

あ

る
と

理

解

し

て

よ
り

、

シ
ナ
佛

教

で
念
佛

三
昧

を

論

ず

る

上

で

の
教

詮

の

一
っ
と

な

る
。

澄

観

、

宗
密

の
教

疏

・
鉛

に

も
影

響

す

る
。
爾

、

一
行

三
昧

に

つ

い
て

は
日

印
佛

研

究
(
九

・

一
)

輝

學

研

究

五

一
の
拙

稿

参

照

。

㈲

…

働

に
相
鷹

す

る
晋

経

の
課

な

し
。

㈲

…

⑳

に
相

鷹

す

る
唐

経

は
略

さ

れ

た

の

か
、

㈹

…

ω

に
相

鷹

す

る
行

願

品

は
省

略

さ

れ

て

い

る
。

こ

の
十

二
間

に

つ

い

て
は
他

に
鈴

木

・
泉

本

の

○
〈
●
唱
℃
・
①
8
ω
占

ピ

.と

O
<
・、℃
℃
・
α
c。
鳩
目c。
1
卜。
野

と

に
も

畢

げ

て

い

る
。

そ
.の
問

の
順

序
は

O
涛
曾
寅

く
図
p
昼

胃

緯

首
緯

汁
磐

団
9
日

"

(o
『

箕

ミ

o
痒

磐

団
9
ヨ
y

喰

g

菩

創
7
碧

団
劉

。
碧

洋
㊤
〈
団
p
日
り
℃
舞

首

q
冨

覧
3

<
鴇

・
℃
p
『
お
o
畠
げ
p
ギ

津
磐

図
91
"
磐

簿

碧

$

〈
団
ρ

9

三
巳

Hげ
鍵

3

<
旨

讐

き

q
。。
9。
寡
碧

旨

讐

㊤
自

鴇

冨
ヨ
玄

3

<
団
9

託
ω
岳
吋
ミ

津
9
<
図
㌍

℃
錠

甘

日

俸

3。

び
財
9
<
9
窪

。。
9
白

ρ
暮

ρ
げ
げ
9
紆

ρ
o
ρ
蔓

倒
白
9
⇔
Ω
巴
ρ
日
＼
と

な

り

Ω
<
も

も
.
α
8

ω
I
H
一
●
に
相

鷹

す

る
漢

課

で

は

三
本

と

も
省

略

な
く

課

さ

れ

る
。

印

ち

、
晋
経

で

は

「
云

何

召
菩

薩

道

、
云

何
満

足
菩

薩

行

…

清

浄

…

究
寛

…

出

生

…

正
念

…

云
何

縁

於
菩

薩

境

界

道

、
云

何
増

廣

菩

薩

道

、
云
何

菩

薩

具

普
賢

行

」

(
正

藏

九

・
六

八
九

b

・
十

一
-

十

五
)

の
九

問
、

唐

経

で
は

「
菩
薩

云
何

學

菩

薩

行

…
修

…

趣

…

行

…
浮

…

入
…

成
就

…
随

順

…

憶

念

…
増

廣

…

鷹

…
令

普

賢

行

速

得

圓
漏

」

(正

藏

十

二

二
三

一二
c

・
三
ー

八

)

の
十

二
間

で
あ

る
。

行

願
品

で
は

「我

鷹

云
何

學

菩
薩

行

…

修

…

起

…
行

漏

…

浮

…

韓

…
深

入
:
…

・出

生

…
観

察

…

増

廣

…
成

就

…
令

普

賢

行

速
得

圓

漏
」

(
正

藏

十

・
六

七

九

a

・
七
ー

十

一
)

の
十

三
問

で
あ

る
。

(
℃
霞

首
ロ
ヨ
ρ
ヨ

を
唐

経

。
行

願

品

の
ご

と

く
速

得

圓

漏

と
す

る

の

は
常

套

課

で
あ

り
、

例

え
ば

b
鼠

Ω
霞

ρ
げ
げ
暮

を
自

然

涌

出

と

か
忽

然

出

現

と

か
諜

す

る

の

と
規

を

一
に
す

る
。

そ

こ

に

シ

ナ
的

ニ

ュ
ア

ン

ス
が
汲

め

よ
う

。

こ

の

よ
う

に
問

わ

れ

た
時

、

メ

ー
グ

ハ

シ

ュ
リ

ー
比

丘

は

ス
ダ

ァ
ナ
青

年

に
次

の

よ
う

に
答

え

ま

し

た
。

「
よ

い

か

な
、

よ

い

か

な
、

良

き

家

の
男

子

よ
。

お
ま

え

は
無

上

の
正

等

覧

に
望

み
を

起

し

て
菩

薩

行

を
質

問

し

て

い

る
。

ま

こ
と

に

⑯

良
き
家

の
男
子
よ
。
次
の
事
は
行

い
難
き
事
の
中
で
最
も
至
難
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
菩
薩
行
を
尋
求
す
る
こ
と
、
菩
薩
の
境
界
を
尋

㈹

求
す

る
こ
と
、
菩
薩
の
出
離
の
清
浮
を
尋
求
す
る
こ
と
、
菩
薩
道
の
清
浮
を
尋
求
す
る
こ
と
、
菩
薩
行
の
廣
大
清
澤
を
尋
求
す
る
こ
と
、
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㈹

菩
薩

の
神
通
成
就
の
清
深
を
尋
求
す
る
こ
と
、
菩
薩
の
解
脱
の
示
現
を

(尋
求
す
る
こ
と
)
、

菩
薩
が
世
間
に
慈
慈

を
も

つ
て
行
爲
を
示

現
す

る
の
を

(尋
求
す
る
こ
と
)、
菩
薩
が
性
格
に
鷹
じ
て
衆
生
を
喜
ば
す
こ
と
を

(尋
求
す
る
こ
と
)、
菩
薩
が
輪
廻
と
浬
禦
と
の
門
を

示
現
す
る
の
を
(尋
求
す
る
こ
と
)、
菩
薩
ら
が
有
爲

・
無
爲
の
過
失
と
怖
れ
と
に
染
著
し
て
い
る
の
を
観
察

〔
あ
る
い
は
噺
除
〕
す
る
の

㈲

を

尋

求

す

る

こ

と

(
で

あ

る

)
。
」

[○
〈
・
も
℃
.
$

・悼
㌣

①
ρ

膳
']

㈲

「良
き
家
の
男
子
よ
。
私
は
勝
れ
た
解
脱
力
の
自
在
に
よ
つ
て
、
慧
と
信
と
の

(雨
)
眼
の
法
の
清
澤
に
よ
つ
て
、
避
け
る
こ
と
の
な

あ
ま

い
智

の

(光
明
の
)
輝
き
に
よ
つ
て
、
普
ね
き
方
向
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

一
切
の
方
慮
の
封
象
に
よ
つ
て
障
え
ら
れ
な
い
観
察

に
よ

つ
で
、

一
切
の
覆
障
を
は
な
れ
た
る
覗
野
を
も

つ
賢

い
巧
妙
さ
に
よ
つ
て
、
普
ね
き
眼
の
封
境
の
清
漂
さ
に
よ

つ
て
、
身
艦
の
清
潭

さ
に
よ
つ
て
、

一
切
の
方
庭
に
流
れ
の
よ
う
に
往
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
封
向
し
て
禮
舞
せ
る
身
艦
の
敬
禮
の
善
巧
に
よ
つ
て
、

一
切
の
佛

法

(
の
群
れ
)
を
持
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
ダ
ハ
ー
ラ

ニ
の
力
に
よ
つ
て
、

一
切

の
方
庭

の
國
土
に
向

つ
て
い
る
如
來

ら
を
私
は
見
る
。

師

ち
、
東
方

に
お
い
て

一
如
來
を
私
は
見
る
。
ま
た
、

二

(如
來
)
を
も
、
十

(如
來
)
を
も
、
百
の
佛
を
も
、
千

の
佛
を
も
、
百
千

㈹

:

●

佛

を
も

、

億

佛

を
も

、

百

億
佛

を
も

、
千

億

佛

を
も

、

百

千

億

佛

を
も

、
百

千
億

ニ

ユ
タ
佛

を

も
、

乃

至
、

量

る

こ
と

に

よ

つ
て
量

り

え

な

い
、

籔

え

ら

れ

な

い
、

推

測

さ

れ

な

い
、

較

べ
ら

れ

な

い
、

涯

の

な

い
、

無

限

に

達

し

た

る

(
如
來

)

を
も

、

表

現

し

え

ら

れ

な

い
、

表

●
:

⑲

現

し

え

ら

れ
ず

(
ま

た
)

表

現

し
え

ら

れ

な

い
如
來

を

も

見

る
。

[
o
く
・
唱

・
8

・
ら
山
心
・]

(13)(1の(16)(15)

鈴
木

・
泉

本

は

α
g
鴇

碧

ρ
8

で

あ

る

が

O
q
誓

碧

9、0
90ヨ

(O
Φ
巳
江
く
ρ

℃
ド
)

と

す

べ
き

で

あ

ろ
う

。

漢

課

は

三
本

と

も

「
難

中

之

難
」

と

あ

る
。

こ

の

二
句

は

行
願

品

に
は

歓

け

て

い

る
。

こ

の

二
句

の

あ

と

に
晋

経

で
は

「
求

菩

薩

清

浄

大

心
」

の

一
句

が

あ
り

、

梵

本

と

行

願

品

に

は
歓

け

て

い

る
。

唐

経

で

は

「
求

於

菩

薩

清

浄
廣

心
」

と

あ

る
。

以
下

の

四
句

は

各

々

ー
℃
ρ
註
旨
90
目σQ
p
弓
p
臼

が
省

略

さ
れ

た

と

見

る

べ

き
。

9

自
匡

ωp
ヰ
〈
習

91
旨

ω
9
ヨ
ω
耳

洋
四
。。ρ
ヨ
ω閃
葺

巴

o
巽

等

趙

91
口
巳
Φ
窟

く
8
警

名

ρ
廿
8
鍵
σQ
ρ
届

白

＼
＼
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晋

経

は

「
有
爲

無

爲

心

不
染

著
」
、
唐

経

は

「
求

菩

薩

観

察
有

爲

無

爲

心

無

所

著
」
。

行
願

品

は

「
勤

求
菩

薩

於

爲

無

爲

心

無
所

著

」

と

「
勤

求

菩

薩

除

漸
衆

生
種

種

煩

欄

微

細

過

失
」

の

二
句

に
分

れ

た
形

で
梵

文

に
樹

鷹

す

る
。

以

上

で
晋

経

は

八

句

の
内

容

を

、

唐

経

は

十

一
句

、

行

願

品

は
十

句

、

鈴

木

・
泉

梵

本

は
十

一
句
、

も

し

内

容

別

に
整
理

せ

ぱ
十

二
句

の
尋
求

と

な

る
。

行

願

品

の
最

後

の
句

中

、

「除

漸

」

と
課

し

て

い

る

の

は

く
8
9

ρ

を

0
9
ω自
●
よ
り

出

た

語

と

し

て

「
行

か
せ

る

こ
と
」

「
と
り

除

く
」

と

解

し

た
も

の
か

。

㎝

O
ρ
犀
招

H
ヨ
9
江
噸

9
0
α
げ
91
昌
ρ
図
P
<
お
q
α
げ
畠
図
91

晋

経

は

「
逮

得

清

浮
方

便

慧

眼

」
、

唐

経

・
行

願

品

は

「
信

眼

清

浮
」

と

あ

る
。

㈹

:
㈹

団
蓼

巴

9
℃
9
ユ
日
習

習

91℃
窮

日
翅

巴

ρ
。。
ρ
旨
犀
げ
巻

図
習

卑
o
厳

曙

習

緯

巳
団
習

9
ω
㊤
ヨ
p
暮

91昌

器
同ヨ
9

H碧

鼠

日

巷

《
習

き

ρ
げ
げ
鵠
91
℃
団
91
昌

ρ
営

$

夢

似
σQ
p
叶
習

℃
宕

団
9ー
ヨ
く

晋

経

は

「
或

見

無

量

阿

曾

砥

、

不

可

思

議
、

不

可
稻

、

無

分

齊
、

無

邊

際

、
不

可

量

、
不

可

説

、
不

可

読

不

可
説

佛

」
、

唐

経

・
行

願

品

は

「
乃

至

、

見
無

撒

、

無

量
、

無

邊
、

無

等

、

不

可

敷

、

不

可
構

、

不

可

思

、

不

可

量
、

不

可

説

、

不

可

説

不

可

説
佛

」

と

あ

る
。

鈴

木

・
泉

本

が

91
昌
ρ
昌
ρ
げ
げ
置
91℃
同
習

と

あ

る

の

は

9
づ
p
げ
三

5
℃
団
四
⇒

か
㊤
昌
ρ
げ
江

霞
℃
団
91
口

ρ
℃
囮

p
⇒
9
び
ぼ

団
℃
団
91
昌
ρ
げ
げ
昌
91℃
図
習

と

す

べ
き

で

あ

ろ

う
。

藏

本

は

げ
ユ
o
α

畠
5

ヨ
Φ
α

℃
p

と

あ

る
。

意

味

を

と

つ
て

課

し

た

が
内

容

は
十

大

数

の
順
序

に
從

っ

て
雇

大

な

数

の
輩

位

が
並

列

さ

れ

て

い
る
。

ま

た

ジ

ヤ

ン

ブ

ー

州

の

極

微

の
塵

(
の

数

)

に

等

し

き

(
如

來

)

を

見

る

。

四

大

州

に

属

す

る

世

界

の

極

微

の

塵

(
の
数

)

に

等

し

き

⑳

(如
來

を
見
る
)。

千

・
二
千

駒
三
千

・
大
千
と
の
佛
國
土

の
極
微

の
塵

(
の
数
)
に
等
し
き
如
來

を
見
る
。
十
の
佛
國
土
の
極
微
の
塵

.

鋤

(
の
数

)
に
等
し
き
如
來
を
見
る
。
百

の
佛
國
土

の
極
微

の
塵

(
の
敷
)
に
等
し
き
、
千
の
佛
國
土
の
極
微

の
塵

(
の
数
)

に
等
し
き
、

百
千

の
佛
國
土

の
極
微

の
塵

(
の
敷
)
に
等
し
き
、
億
の
佛
國
土

の
極
微

の
塵
(
の
敷
)
に
等
し
き
、
百
億

の
佛
國
土
の
極
微
の
塵
(
の
籔
)

に
等
し
き
、
千
億
の
佛
國
土
の
極
微

の
塵

(の
数
)
に
等
し
き
、
百
千
億
の
佛
國
土
の
極
微
の
塵

(
の
敷
)
に
等
し
き
、
百
千

ニ
ュ
タ
億

の
佛
國
土
の
極
微
の
塵

(
の
敷
)
に
等
し
き

(如
來
を
見
る
)。

乃
至
表
現
し
え
ら
れ
な
い
佛
國
土
の
極
微
の
塵

(
の
敷
)
に
等
し
き
如

來
ま

で
も
私
は
見
る
。

東
方

に
お
い
て
の
如
く
、
南
方

に
お
い
て
、
西
方

に
お
い
て
、
北
方
に
お
い
て
、
南
西
方
に
お
い
て
、
西
北
方
に
お
い
て
、
下
方
に
お

い
て
、
上
方
に
お
い
て
も
、

一
如
來
を
私
は
見
る
。
乃
至
、
表
現
し
え
ら
れ
な
い
佛
國
土
の
極
微
の
塵

(
の
敷
)
に
等

し
い
如
來
ま
で
も

私
は
見

る
。
[∩甲く
。
℃
℃
・①O
り一心ーO①・]
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そ
れ
ぞ
れ

一
々
の
方
虞
に
お
い
て
観
て

(
そ
の
観
る
所
に
随

つ
て
)
種
々
の
形
相
の
諸
如
來
を
私
は
見
る
。

(即
ち
)
色
々
の
色
相
を

も
て
る
、
色
々
の
神
攣
を
も
て
る
、
色
々
の
大
威
力
を
も
て
る
、
遊
戯
自
在
を
も
て
る
、
美
し
い
衆
會
の
道
場
の
荘
嚴

を
も
て
る
、
多
く

の
色
彩
を
も
て
る
、
多
く
の
色
彩
の
光
の
網
の
輝
き
を
放
て
る
、
種
々
の
佛
國
土
の
清
澤
な
宮
殿
の
荘
嚴
を
も
て
る
、
種
々
の
類
の
生
命

の
清

深
を
も
て
る
、
性
格
に
鷹
じ
て
衆
生
を
教
化
す
る
種
々
の
正
覧
の
清
浮
門
の
神
攣
を
も
て
る
、
最
勝
の
佛
の
獅
子

の
吼
を
も
て
る
、

諸
の
如
來
を
私
は
見
る
」
。
[○
-〈
.
℃
℃
。①一℃
Hー
①。]

20

ω働
げ
9
。。H9
ー
創
く
δ
91げ
器
同
㌣

日

9げ
働
ω
91げ
鉾
。。H
甲
茸
δ
帥
げ
9
。。H
㌣

げ
=
q
自
ケ
ρ
犀
⑫①
窪
9
1
娼
9
『
P
ヨ
帥
O
舞

£
騨
#

ω
p
ヨ
勲
口

ρ
℃
一
け
暮

ロ
91σq
暮
帥
口

℃
9
ゆ
団
91昌

一
晋

経

は

.

「
或

見

小

千

世
界

微

塵

等

佛
、

或

見

二
千

世

界

微
塵

等
佛

、

或

見

三
千

大
千

世

界

微

塵

等

佛
」
、

唐

経

は

「
千

世

界

微
塵

数

佛

、

二
千

世

界

…

三

千

世

界

…
」
、
行

願
品

は

「小

千

世
界

極

微

塵

数

佛
、

中
千

世

界

…

大

千

世

界

…
」
と

あ

る
。

鈴

木

・
泉

梵

本

の

び
口
α
α
げ
㊤
厨

o
茸
9

の
部

分

は
漢

課

梵

文

で

は

δ
犀
9
自
げ
鋒

口

で

あ

つ

た
も

の
か

。

⑳

唐

経

の

こ

の
句

は

梵
文

と
照

し

て

「
十
」

字

が
腕

落

し

て

い

る
。

こ

の

こ
と

は
既

に
慧

苑

(
七

一
八
ー

七

七

八
年

)

が

『
刊

定

記

十

五
』

に

「
引

梵

文

中

云

、
郷

奢

・
勃

陀

・
憩

但

羅

・
鉢

羅

忙

奴
擁

闇

(儀
9
$

1
げ
q
自
像
げ
9
厨

①霞

㌣

℃
ρ
蜜

ヨ
9

霞

曽
宣
骨
)
此

云

十
佛

刹

微

塵

数

漢
本

脱
、
「
十

」

字

(
卍

績

一

・
五

ニ

ニ
・
三

一
〇

丁
左

一
五
i

十

七

)

と
指

摘

し

て

い

る
。

⑳

ρ
⇔
Φ閃
p
<
霞

0
9

9
ロ
①
犀
9
<
霞

彊
母

9
ゆ
ヨ
ご
巴
91<
ρ
げ
げ
舘

ρ
日
β
犀
翁

昌

晋

経

は

「
放

大

光

網

」
、

唐

経

・
行

願
本

は

「
種

種

光

明
無

邊

照

耀

」

と

あ

る
。

23

団
ρ
普

8

団
ρ
宣
σq
ρ
α
訟
稼
画
℃
9
昌
習

言

註

α
げ
箇
σ
ぼ
ω
ρ
ヨ
げ
o
α
三

く
お
信
α
自
虹

ヨ
蛋
犀
げ
ρ
〈
貯
員

く
津
91頃

晋

経

は

「随

受

教
者

示

現

自

在

菩
提

法

門

」
、

唐

経

・
行

願

品

は

「
随

諸
衆

生
種

種

心

樂

示

現

種

種
成

正
畳

門
」

と

あ

る
。

あ
ま

㈱

「
良

き

家

の
男

子

よ
。

私

は

こ

の
普

ね

き
門

を

、

一
切

〔
の
佛

の
〕

境

界

を

示

す

法
會

を

見

る

こ
と

に
お

い

て
、

佛

を

憶

念

す

る

こ
と

を

得

る
も

の

で
あ

る
。

(
そ

れ
だ

か

ら
)

ど
う

し

て
、

私

に

と

つ
て
菩

薩

ら

の
無

量

の
智

慧

の
集

ま

り

に

よ

つ

て
清

め

ら

れ

た

る
行

を
知

り

得

な

い

こ

と
が

あ

ろ
う

か

。

印

ち

(
そ

の
)

諸

徳

は

(
次

の
如

く
)

言

わ

れ

る

こ
と

で

あ

る
。

[Q
<
・
℃
や

の
ド
・
ゲ
c。
・]

㈲

ω

一
切
を
照
ら
す
輝
き
の
環
の
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得
て
い
る

(所
の
)
も
の
、
そ
れ
は

一
切
の
如
來

の
集
會

(す
る
)

一
切

の
佛
國

土
の
嚴
浄
な
る
宮
殿
に
向

つ
て
見
る
こ
と
に
由
つ
て
、
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㈲

ね
が

②

一
切

の
衆
生
に
お
い
て
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
る
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得
て
い
る
も

の
、
そ
れ
は
性
格

〔
あ
る
い
は
樂
う
所
〕
に
随

つ
て

衆
生
を
教
示
す
る
如
來
を
観
る
こ
と
の
清
浮
に
由

つ
て
、

㈲

㈲

十
力
よ
り
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は
十
種
の
無
量
な
る
如
來
力
に
随
順
す
る
こ
と
に
由
つ
て
、

㈱

さ
ま

争

ω

法
よ
り
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
る
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は
法
を
聴
く
状
の

一
切
の
如
來
の
身

の
群
れ
を
観
る
こ
と

に
由

つ
て
、

㈲

㈲

!

(諸
の
)
方
庭
を
遍
く
照
ら
す
藏

の
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は

一
切
の
方
虞
の
海
に
お
い
て
分

つ
こ
と
の
で
き

ぬ
佛
の
海
に
入
る
こ
と
に
由

つ
て
、

㈲

⑥

十
方
に
入
る
と
こ
ろ
の
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は
微
細
な
る
縁
境
に

一
切
如
來
の
紳
攣
、
威
力
に
よ
つ
て
入
る

こ
と
に
由

つ
て
、

ω

劫
に
よ
つ
て
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
る
佛
を
憶
念
す
臨

を
得
て
い
る
も
の
・
そ
れ
は
分
託

た
こ
と
の
な
い

而

の
劫

に
お
い
て
如
來

-

・
を
観

察

す

る

こ

と

に
由

つ
て
、

　
　
　

あ

㈹

時
に
よ
つ
て
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
る
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は

一
切

の
時

に
佛
を
観
て

(佛

と
)
同
住
し
て
離
れ

な
い
こ
と
に
由

つ
て
、

㈲

國
土
に
よ
つ
て
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
る
佛
を
憶
念
す
る
臨
を
得
て
い
る
も
の
・
そ
れ
は
全
て
の
畿

土
の
叢

の
無
比
の
佛
身
を
襲

す

る

こ
と

に
由

つ
て
、

㈱

ね
が

⑩

三
世
よ
り
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は
三
世
の
如
來
の
衆
會
を
自
心
の
樂

い
に
随
つ
て
集
め
る

こ
と
に
由

つ
て
、

㈲

⑪

所
縁
に
よ
つ
て
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は

一
切
の
境
界
の
如
來
が
漸
次

に
出
現
す
る
の
を
見
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⑫⑱(1の⑮⑯(1り⑱⑲⑳

る

こ

と

を
示

す

こ

と

に

由

つ
て
¥

岡

寂
滅

に
よ
つ
て
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は

一
刹
那

(
に
お
い
て
)
の

一
切
世
界
に
お
い
て

一

切

の
如
來

の
完
全
な
浬
梨
を
知
ら
し
め
る
こ
と
に
由
つ
て
、

鋤

出
離
に
よ
つ
て
生
じ
さ
せ
ら
れ
だ
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は

一
日

(書
)
時

に
、

一
切

の
住
庭

に
お
い
て
、

一

切
の
如
來
が
進
ん
で
行
く
の
を
知
ら
れ
る
ご

と
に
由

つ
て
、

廣
大
な
る
こ
と
に
よ

つ
て
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得
て
い
る
も
の
、

そ
れ
は

一
々
の
如
來
が
法
界
に
跣
坐
し
て
い
っ

ぱ
い
に
な
る
佛
身
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
由

つ
て
、

微
細
に
よ

つ
て
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得

て
い
る
も
の
、
そ
れ
は

一
毛
道
に
お
い
て
、
読
明
で
き
ぬ
程
の
佛
が
生
ま

㈲

れ

た

こ

と

を
執

着

な
く

知

る

こ
と

に

由

つ

て
、

㈹

荘
嚴
に
よ
つ
て
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
る
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は

一
刹
那
に

(
お
い
て
)
一
切

の
世
界
に

(佛
の
)

正
等
覧
と
神
攣
と
を
示
現
す
る
の
を
見
ら
れ
る
こ
と
に
由

つ
て
、

㈹

作
業
よ
り
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は

一
切
の
佛
が
生
ま
れ
る
こ
と
法
輪
と
神
攣

の
智
の
輝
く

こ
と
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
由

つ
て
、

〔
心
〕
に
よ
つ
て
告

さ
せ
ら
れ
た
佛
を
憶
念
す
る
臨
を
得

て
い
る
も
の
・
そ
れ
は
息

の
聯

い
薩

つ
て
見

ら
れ
る

一
切
の
如
來

の
影
像
が
顯
わ
れ
る
こ
と
に
由

つ
て
、

・

業
に
よ
つ
て
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
る
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は

一
切

の
衆
生
の
積
集
し
た
業

の
影
像
を
示
現
す
る

㈲

こ

と

に

由

つ

て
、

㈹

神
攣
よ
り
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
佛
を
憶
念
す
る
門
を
得

て
い
る
も
の
、
そ
れ
は
残
り
な
く

一
切
の
法
界
に
、
ナ
リ

ニ
ー
蓮
華
の
い
つ
ば
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⑫1)

い

に
籏

が

る
廣

大

な
佛

の
神

攣

を

普

ね

き

方

庭

に
向

つ
て
示

現

さ

れ

る

こ

と

を
知

る

こ

と

に
由

つ
て
、

壷

空

よ
り

生

じ

さ

せ
ら

れ

た

佛

を

憶

念

す

る
隔

を

得

て

い
る

も

の
、

そ

れ

は

如

來

の
身

雲

に
よ

つ
て
形

ち

づ

け

ら

れ

た

法

界

の
虚

空

を

見

あ

げ

る

こ
と

に
由

つ
て
、

(
で

あ

る
)
」
。

[
Ω
〈
・
℃
℃
・
①
一
・
c。
占
N
し

ト。
・]

(24)(28) 〔27)(26)(25)(3鋤 (31)(30)(29}

ω
9
ヨ
ρ
暮

ρ
8

=
貯
げ
ρ
旨

ω母

く
働
H
p
ヨ
σ
9
眉
ρ
<
二
口
助
℃
江
ωρ
日
9
<
器

霞

9
弓
9,
δ
閃
鍔

9ー
ヨ

び
仁
自
α
昌
91
口
口
ω
ヨ
覧
叶霞

昼
げ
寓

晋

経

は

「
唯
知

此

普

門

光

明

観

察

正
念

諸

佛

三
昧

」
、
唐

経

は

「
唯

得

此

憶
念

一
切

諸

佛

境

界

智

慧
光

明

普

見

法

門
」
、

行

願
品

は

「
唯

得
此

憶

念

一
切

諸
佛

準
等

境

界

無

硬

智

慧

普

見
法

門

」

で
あ

る
。

梵
文

テ

キ

ス

ト
が

こ
の
部

分
、

乱

れ

て

い
る

の

か
意

味

を

取

り

難

い
。

・

ω
9
ヨ

碧

繍

く
9
び
げ
帥
ωρ
ヨ
9
彊
α
巴
9
σ
q
Ω
α
げ
91
印
g
ω
ヨ
覧
江
ヨ
β
犀
け
9

晋
経

は

「
圓

漏

普

照

念
佛

三
昧

門
」
、
唐

経

は

「
智

光

普

照
念

佛

門

」
、

行

願

品

は

「
智

光

普

照

差

別

境

界

念
佛

門

」

と

あ

る
。

ω
9
H
<
ρ
宣
αp
鉢
ω
9
ヨ
嬰

o
営

冨

ぴ
5
α
α
冨

⇔
房

ヨ
覧
鉱
ヨ
絹
閃
げ
9

晋

経

は

「
一
切
衆

生
遠

離

顯

倒

念
佛

三
昧

門

」
、

唐

経

は

「
令

一
切

衆

念

佛

門
」
、

行

願

品

は

「
令

安

住

種

種
増

上
意

樂

念

佛

門
」

と

一三
詳

と
も

か

な

り
意

味

が
異

な

っ

て

い

る
。

α
帥
$

σ
巴
ρ
ω
9
日
弩

o
℃
津
p
σ
q
α
α
財
91昌
ロ
ω
日
慧
江
白
自
犀
び
ρ
晋

経

は

「
一
切

力

究
意

念

佛

三
昧

門
」
、

唐

経

は

「
令

安

住

力
念

佛

門

」
、

行

願

品

は

「
令

安

住
究

寛

佛

力

念

佛

門
」

と

あ

る
。

、

α
げ
錠

日
ρ
ωρ
8
警

o
℃
耳
ρ
σ
ロ
α
α
げ
習

⊆
ω目
怯
江
ヨ
信
犀
げ
9

晋

纒

は

「諸

法

中

心
無

顛

倒

念

佛

三
昧

門

」
、

唐

経

は

「
令

安

住

法

念
佛

門
」
、

行

願
品

は

「
令

安

住

種
種

如

來

究

寛

正

法
念

佛

門

」
、

と

あ

る
。

三
課

と
も

「
法

よ

り

生

じ

さ

せ

ら
れ

た

む
」

の
説

明

と

し

て

「
心

に
顛

倒

な

き
」
と

か

「
安

住

せ
し

む
」

と

か

「
如

來

の
究

寛

に
安

住

せ

し

む
」

な

ど

が

添

加

さ

れ

た

と
思

わ

れ

る
。

臼
αP
<
貯
O
O
9
⇔
9
σq
霞
び
げ
ρ
び
β
α
創
げ
91口
器

ヨ
ユ
江
日
二
犀
げ
ρ

晋

経

は

「
分
別

十

方

一
切

如
來

念

佛

三
昧

門
」
、

唐

経

は

「
照

耀

諸
方

念

佛

門

」
、

行

願

品

は

「
遍

照

十
方

無

差
別

藏

念

佛

門
」

と

な

つ
て

い

る
。

α
p
嶋
ρ
α
涛
箕

ρ
<
①
ゆ
ρ
び
q
自
創
げ
帥
φ
g
。。
臼
嘗
江
ヨ
β
閃
げ
9

晋

経

は

「
不

可

見

不
可

入
念

佛

三
昧

門
」
、

唐

経

は

「
入

不

可
見

塵

念

佛

門
」
、

行

願
品

は

「
不

可

見

極

微

細
慮

念

佛

門

」

と

あ

り
、

鈴

木

・
泉

梵
本

と

は
異

つ
て

い

る
。
α
ρ
$

象
曾

で

な
く

「
不

可

見
」

に
柑

当

す

る
語

が

あ

つ
た
も

の

か
。

閃
巴
娼
p
ω
ρ
日
9
0
営

富
ぴ
鐸
創
α
げ
帥
ロ
ニ
ωヨ
廿
江
目
q
閃
げ
9

晋

経

は

「
諸

劫

不

願

倒

念

佛

三
昧

門
」
、

唐

経

は

「
於

諸

劫
念

佛

門

」
、

行

願

品

は

「
種

種

劫

念

佛

門
」

で

あ

る
。

罵
巴
器

ρ
8
9、8

甘

欝

げ
O
α
Ω
ヶ
91
口
諺

ヨ
廿
江
ヨ
ロ
犀
財
9

晋

経

は

「
随

時

念
佛

三
昧

門

」
、

唐

経

・
行

願
品

は

=

切

時
念

佛

門

」

で
あ

る

。

基

o
ヰ
p
ω
ρ
日
9
0
娼
詳
9

β
α
α
げ
9

β
ωヨ
覧
江
日
β
閃
げ
9

晋

経

は

「
嚴

浄

佛

刹

念

佛
門

」
、

唐

経

・
行

願

品

は

「
一
切

刹
念

佛

門

」

と

な

つ

て

い
る
。
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㈱

.宵
団
巴

げ
く
ρ
鶏

日
帥8

℃
津
9
ぴ
ロ
山
創
げ
91口
5
ω
導
管
江
8
β
犀
げ
p

晋

経

は

コ
ニ
世
不

顛

倒

念
佛

三
昧

門

」
、

唐

経

・
行

願

品

は

「
一
切

世

念

佛

門
」
と
課

す
。

㈲

9、鎚

日
σ
ρ
O
ρ
ω
ρ
ヨ
9
0
℃
津
巴
)目
Ω
α
げ
9、自
ロ
ω
ヨ
管
江
ヨ
β
犀
7
9

晋

経

は

「
無

壌
境

界

念

佛

三
昧

門
」
、
唐

経

.
行

願

品

は

「
一
切
境

念

佛

門
」

と

な

つ
て

い

る
。

㈲

3

算

P
ωρ
日
警

O
℃
ヰ
巴
岩

α
畠
げ
90⇔
岳

ヨ
慧
江
8
賃
閃
げ
P

晋

経

は

「
寂
静

念

佛

三
昧

門
」
、
唐

経

は

「
寂

滅

念

佛

門

」
、

行

願

品

は

「
一
切

性

寂
滅

門
」
と

な

つ
て

い

る
。

㈱

〈
お

9
ヨ
p
ω
9
ヨ
91
目o
℃
犀
ρ
び
q
α
α
げ
習

自
ω
巳
覧
江
日
口
閃
げ
ρ

晋

経

は

「
離

月

離
時

念

佛

三
昧

門
」
、

唐

経

は

「
遠

離

念
佛

三
昧

門

」
、

行

願

品

は

「
一
切

時
庭

念

佛

門

」

と

異

な

つ
て

い

る
。

〈
お
ρ
ヨ
ρ

は

藏

本

で

は
《

廿
び
H
巴
》

と

あ

る
。

こ

こ

で
出

離

と

課

し

た

が

「
凡

よ
り

聖

へ
」

と
言

う

出

離

と

同
義

で

は

な

い
。

〈
督

巳

霧
ρ
白
酵

o
℃
搾
ゆ
ぴ
賃
自
創
げ
四
昌
目
ω
ヨ
慧
鉱
日
o
犀
げ
9

晋

経

は

「
廣

大

念

佛

三
昧

門

」
、

唐

経

・
(行

願

品

)

は

「
(
一
切

)

廣

大
念

佛

門

」

で
あ

る

。

働

ω
口
犀
切ヨ
霧

ρ
ヨ
弩
o
℃
淳
ρ
げ
自
&

げ
91昌
房

ヨ
覧
江
ヨ
扇
吋
げ
ρ

晋

経

は

「
微

細

念

佛

三
昧

門
」
、

唐

経

・
(行

願

品

)

は

「
(
一.切

)

微

細
念

佛

門

」

と

あ

る

。

な

お

「
一
毛

道

に

お

い

て
」

の
課

は

晋

経

・
行

願
品

は

「
毛

孔
」

唐

経

は

「
毛

端

」

で
あ

る
。

通

常

、

毛
孔

は

H
O
目

P
l犀
O
も
ゆ
、

毛
端

く
91一甲

犀
o
仁

こ
こ

で

は

く
91訂
ー
℃
舞
げ
9

と

な

つ
て

い

る
。

㈹

<
団
帥
げ
p
ω
帥
ヨ
鍵
○
℃
諄
ρ
げ
5
α
自
げ
餅
昌
信
ω
ヨ
ぢ
江
日
5
犀
げ
帥

(
晋

)
・
唐

経

は

「
荘

嚴

念
佛

(
三
昧

)

門
」
、

行

願

品

は

「
刹

那

際
荘

嚴

念

佛

門

」

と

あ

る
。

⑳

犀
91q

P
ω
ρ
ヨ
鍵
○
℃
搾
9
び
β
傷
山
げ
9、
昌
島

日
廿
江
白
仁
閃
げ
9

晋

経

は

「
清

浮

事

念

佛

三
昧
門

」
、

唐

経

は

「
能

事
念

佛
門

」
、

行

願

品

は

コ

切

法

念

佛

門
」

と

な

つ
て

い

る
。

働

晋

経

は

「
浮

心

念

佛

三
昧

門

」
、

唐

・
行

願

品

は

「
自

在

心

念

佛

門
」

と

あ

る
。

藏

文

は

ω
巷

ω
H
σQ
団
器

ユ
o
ω
ω
⊆

曾

ρ
昌

℃
9
官

ωσq
o

ω
①
目
ω
1
と

あ

る

か

ら
梵

文

は

[o
津
げ
ρ
]
1
ωρ
白
91同
o
も
津
ρ
げ
β
仙
α
げ
鋤
昌
`
ωヨ
廿
江
8
目
閃
げ
ρ

で

あ

る

べ
き

。

圃

犀
舞

ヨ
霧

ρ
ヨ
91目
O
甘

$
び
仁
創
α
げ
習

昌
ω日
『
三

日
蝦
閃
げ
ρ

晋

経

は

「浮

業
念

佛

三
昧

門

」
、
唐

経

は

「
自

業

念

佛

門

」
、

行
願

品

は

コ

切
業

念

佛

門

」

と

あ

る
。

課

の

「
一
切

の
衆

生

の
積

集

し

た
業

の
影
像

を

示
現

す

る

こ

と

に

由

つ

て
、

ω9
H<
a
ρ
σq
9
α
団
緯

げ
o
℃
p
o
搾
㊤
犀
鍵

日
9
層

9
江
玄

8
び
甲

ω
㊤
a
創
p
お

p
づ
暮
p
団
90
」

を

晋

経

は

「
見

一
切

衆

生

諸
業

如

鏡

中

像
」

と

し
、

唐

経

は

「
知
随

衆
生

所

積

業

現

其

影
像

、

令

畳

悟

故
」

と

あ
り

、

行

願

品

は

「
能
随

法

界

一
切
衆

生
所

修

行

業

、

爲

現
其

身

令

畳

悟

故
」
、

と
課

し

て

い
る
。

晋

経

の
用

い
た

「
鏡

中
像

」

の
語

は

中

論
、

智

論

そ

の

他

に
も

あ

る

よ

ヶ

に
空

、

無

自
性

を

示
す

磐

喩

と

し

て

用

い

る
術

語

で
あ

る
。

幽

く
涛

霞

く
坤
霧

9
日
98同
o
弓
津
ρ
び
扇
α
α
げ
習

島

日
胤
江
ヨ
目
閃
げ
㊤

晋

経

は

「
自

在

念

佛

三
昧

門
」
、

唐

経

は

「
聯

攣

念

佛

門

」
、

行

願

品

は

「
一
切
瀞

憂

念

佛

門

」

と

あ

る
。
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、

閲

σQ
9
σQ
き

霧

9
罎
9

0
℃
搾
ゆ
び
自
α
α
け
習

話

露
ユ
註
ヨ
β
犀
げ
ρ

晋

経

は

「
虚

空

等

念
佛

三
昧

門

」
、

唐

経

・
(
行

願

品
)

は

「
(
等

)

虚
空

(
界

)

念

佛
門

」

と

な

つ
て

い

る
。

㈹

「
行

け

よ
。

良

き

家

の
男

子

よ
。

實

に
南

方

へ
の
道

に

お

い

て
サ

ー

ガ

ラ

ム

ク

ハ

と
言

う

名

の
地

方

に
、

(
そ

こ

に
)

サ

ー
ガ

ラ

メ

ー

㈹

も
と

グ

ハ
と
言

う
比

丘
が

住

ん

で

い
る
。

(
そ

の
許

へ
行

け

よ

)
。

そ

の

(
比

丘

)

に
親

近

し

て
、
質

問

せ

よ
。

菩
薩

(
に
お

い
て
)

は

ど

の
よ

う

に
菩

薩

行

を

學
習

す

べ
き

で
あ

る
か

、

ど

の

よ
う

に
修

行

す

べ

き

で

あ

る

か

を
」
。

[○
〈
.
竈

●
①
卜。
樋
嵩
ム
9
]

み

　
つ

ふ

る

　
　
　

の
　

　
る

る

　
　
　

「
良

き

家

の
男

子

よ
。

か

の

(
サ

ー

ガ

ラ

メ
ー

グ

ハ
)

比

丘

は

お
ま

え

の

た

め

に
善

友

を
明

示

す

る

で

あ

ろ
う

。

善

根

を
資

糧

す

る
因

㈲

を

〔
生
ぜ
し
め
る
で
あ
ろ
う
〕
。

廣
大
な
る
資
糧
の
地
に

〔
入
ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
〕
廣
大
な
る
善
根
の
は
た
ら
く
力
を

説
く

で

あ

ろ

り

う

。

廣

大

な
善

根

を
も

つ
資

糧

の
因

を

生

ぜ

し

め

る

で

あ

ろ

う
。

廣

大

な

る
大

乗

の
光

の
因

を
埆

長

せ

し

め

る

で

あ

ろ
う

。

廣

大

な

る
彼

岸

に
到

る

こ

之

を
資

糧

す

る
力

を
起

さ

し

め

る

で

あ

ろ

う
。

廣

大

な

る
行

の
海

に
入

る

こ

と

を

完
全

に
漂

化

す

る

で
あ

ろ

う

。

廣

大

な

る

願

の

(
集

り

)

の
環

を
深

ら

か

に

せ

し

め

る

で

あ

ろ
う

。

廣

大

な

る
普

ね

き

門

に
到

達

す

る
荘

厳

を
完

全

に
生

じ

さ

せ

る

で
あ

ろ

う

。
廣

大

な

る

大

慈

悲

の
力

を

増

大

せ
し

め

る

で
あ

ろ
う

」
。

か

く

し

て
、

豪

商

の
息

子

・
ス
ダ

ァ
ナ
青

年

は

メ
ー

グ

ハ

シ

ュ
リ

ー

比

丘

の
爾
…足

を
頭

で
禮

拝

し
、

メ
ー

グ

ハ

シ

ュ
リ

ー
比

丘

を

い
く

ゆ

こ

　

　
こ
　
　

百

千

圓

も

右

邊

し

て

、

(
そ

し

て

)

見

仰

い

で

、

比

丘

の

前

よ

り

彫

し

て

往

き

ま

し

た

。

[○
〈
・
℃
や

①
ρ

感
占

o
山

㈹

QQ
91
αq
碧

9
鑓
自
閃
p

昌
蝉
日
p

α
障

箕

鉾
図
⊆
α
α
①
噌p
ω
《

海

の
門

〉

と

言

う
名

の
地

方

、

漢

課

は

「
海

門

國

」
。

働

oD
帥
QQ
鈴

9
目
①
σq
げ
p

鼠

日
騨

σ
巳

犀
切
信

《

海

の
雲

(
あ

る

い

は
、

集

ま

り
)
》

と

言

う
名

の

比

丘
、

漢

課

は

「
海
雲

比

丘
」
。

も

し

「
海

の
集

ま

り
」

と

言

う
意

を

と

る
な

ら

ば

ω
卿
σq
ρ
目
ρ

は
法

の
象

徴

と
見

倣

さ

れ

る

か
ら

先

に
も

あ

つ
た
ご

と

く

。。
ρ
同
く
p
σ
自
α
◎
げ
餌
α
げ
p
H
日
ρ
ヨ
Φ
σq
げ
9
《

一
切

佛

法

の
集

ま

り
》

と

な

る
。

こ

の
比

丘

の
法
門

が

Qo
p
8
帥
葺

ρ
⇒
Φ貯

ρ
1
畠
プ
碧

日
ρ
℃
霞

図
9、
団
p

と
言

わ
れ

る
貼

か

ら

も

こ

の
寓

意

が
窺

わ

れ

よ
う

。

⑱

…

⑱

閃
巴
団
91
0
p
白
搾
吋
9
B

℃
ρ
泣
臼

℃
p
覧

翅

ρ
江

に
相

當

す

る
漢

課

な
し

。

闘

…

國

[。。
P
営
宣
⇔
9
団
富
図
ρ
江
]

と

[
ωρ
包
ρ
<
ρ
け
騨
9
団
δ
緒
ρ
鉱
]

と

が
梵

本

で
は

前
後

し

て

い

る
も

の

と

み

て
課

す
。

働

働

ρ
μ
①犀
ρ
噌
鉾

ρ
u。
ρげ
帥
胃
ρ
閃
『
一仲
く
9
¢

℃
円ρ
α
9
閃
牲
O
涛

嵩
叶
団
四
く
巴
O
叶
団
ρ

o
ρ

ヨ
Φ
αq
げ
9
鳩
帯

O

げ
げ
貯

切O
困

P
⇒
江
騨
91什

℃
同
ρ
閃
吋
91昌
けρ
督
＼

晋

経

は

「
逸
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無
撒
匝
、
春
仰
顧
懸
、
辮
退
南

行
」
、
唐

経
は

「右
邊
襯
察
、
辮
退
而
去
」
、
行
願
品
は

「
邊
無
敷
匝
、
慰
惣
謄
仰
、
懸
慕
而
去
」
と
謬
し

て
い
る
。

二

研

究

ノ

ー

ト

『
大

方

廣

佛

華

嚴

経

』

が

西

藏

名

で
、

bd
g
&

げ
甲
9
く
9
畠

旨
沼

冨

占
9ー
ヨ
甲
ヨ
p
扇

く
鑑
宅

督
㌣
ω口
富

《

佛

華

嚴

と
名

づ

け

る
大

方

廣

経

》

を
意

味

す

る
も

の

で
あ

る
が

、

梵

名

に

》
曙

9
σq
p
⇔
α
p
<
団
口
冒
倒
早

目
p
げ
91
α
げ
錠
ヨ
p
壱
帥
蔓

餌
団
四
α
《
暮

げ
91
冨
σ
げ
9
ヴ

ω
ロ
α
げ
9
口
甲
閃
巴
団
餌
⇔
p
日
律
轟

・

唱
9
q

自
℃
96
ω
p
⇔
9
0
9
蔓

巴
閃
9
α
①
饗

》
曙

9
σq
g
O
α
ρ
く
《
口
げ
○
目
ρ
げ
餌
団
鱗
う
甲
ω5ー
ヰ
9
点
ρ
9

母
91
す
汀
《

聖

な

る

ガ

ン
ダ

(
董

、部

分

)
・
ヴ

ュ
ー

ハ

(荘

嚴

)

の
大

法

門

よ
り

そ

の
ま

ま

に
取

出

し

た
、

ス
ダ

ァ
ナ

が

善

友

に
恭

敬

親

近

す

る
行

と

言

う

部

分

で
あ

る
聖

な

る

ガ

ン
ダ

ヴ

ュ
ー

ハ
大

乗

経

寳

王

》

○
〈
●
℃
℃
罐

c。
鴇

H
O
山

H

ど

あ

る

○
言

α
9
<
望
51
げ
ρ

も

ま

た

く
籔
℃
`
落
ρ

方

廣

(
経

)

の
系

列

に
厩

す

る
も

の

で

あ

ろ
う

。
そ

し

て
そ

の
内

容

か

ら

は

Ω
p
仁
α
蝉
く
匿
口
げ
9

は

入

法

界

を

す

す

め

る
讐

喩

諺
く
p
α
習

p

を

豊

富

に
含

ん

で

い

る

bd
自
身

口
αq
。。
同
o
B
ρ
p

で
も

あ

ご
　

る
。
大
品
般
若
の
常
暗
菩
薩

ω
9
α
四
℃
箪
旨
象
富

の
東
行
求
道
の
因
縁
と
も
よ
く
較

べ
ら

れ

る
。

(正
藏
八
・
四
一
七
a
I
)
す
で
に
故
泉

芳
環
氏
の

「
華
嚴

に
於
け
る
善
財
童
子
に
就
い
て
」

(日
本
佛
教
學
協
會
年
報
七
)
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ス
ダ
ァ
ナ

の
求
道
南
詞

の

構
想
は
デ
ィ
ヴ
ャ

・
ア
ヴ
ダ
ー
ナ

U
貯
団
9、<
p島
舜

・
有
部
藥
事

一
三
.
一
四
に
あ
る
、
逝
多
林
で
波
斯
匿
王
の
た
め
に
論
示
さ
れ
た
本
生

説
話
ー
般
遮
羅
國

・
龍
閣
城
の
王
子

Q。
巳
冨
舜

が
妻
の
視
意

竃
08
冨

贔

の
あ
と
を
追
う
と
い
う

一
篇
の
古
謳
1
が

一
素
材
と
な
つ

て
い
る
。
ま
た
そ
の
説
話
は

『
大
事
』
第
二

(冨
P】P9ーく
P
ω♂⊆
)
に
源
を
護
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
讐

喩
と
寓
意
の
横
溢

し
た
経
典
文
學

に
つ
い
て
は
ど
う
し
て
も

「
ど
の
よ
う
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
か
(叙
述
形
式
)」
と
「
な
に
を
表
現
せ
ん
と
し
て
い
る
か
(表

現
内
容
)」
と
の
観
貼
か
ら
相
互
に
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
が
、

華
嚴
文
學
濁
自

の
情
趣
と
そ
こ
か
ら

の
聯

想
を
通
し
て
、
象
徴
的

に
表
現
さ
れ
た
華
嚴
思
想
を
把
握
す
る
た
め
に
は
必
須
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味

で
研
究
ノ
ー
ト
も

一

磨
、
表
現
形
式
と
思
想
内
容
と
に
大
別
し
て
述
べ
る
。
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A

表

現
形

式

に

つ

い

て

こ

㌧
に
抄

繹

し

た

「
メ
ー

グ

ハ

シ

ュ
リ

ー
」

章

は

マ
ン

ジ

ュ
シ

ュ
リ

ー

・
ク

マ
ラ

ブ
フ

ー

タ

《

寓
9
コ
甘
り
昌

閃
自
日
91
舜

げ
げ
51
富

(
げ
o
阜

巨

ω
p
暮
く
p
)
《

妙

徳

と

言

う

青

年

(
菩

薩

)
.
文

殊
師

利
童

子
》

に
南

方

遊

行

を
勧

奨

さ

れ

た

ス
ダ

ァ

ナ
青

年

が

、

第

一
に
指

示

さ

れ

た
善

友

.
メ
ー

グ

ハ

シ

ュ
リ

ー

比

丘

を

訪
問

す

る

一
節

で

あ

る
。

こ

の
比

丘

の
住

慮
、

南

方

道

】)
p
蓄

言
倒
℃
暮

げ
9

の

ラ

ー

マ
バ

ラ

ン
タ
國

、

あ

る

い
は

ス
グ

リ

ー

バ
山

は
無

論

實

在

で

は

な
く

物

語

上

で

の
假

設

に
過

ぎ

な

い
。

ラ
ー

マ
バ
ラ

ン
タ

が

「
極

め

て
樂

し

い
」

を

意
味

す

る
如

く

こ

～
で

は
、

は

じ

め

て
法

を
信

解

し
欣

ぶ
樂

し

み
と

言

う

思

想

的

な
寓

意

を

汲

み
取

る

べ
き

で

あ

ろ

う
。

法

藏

(
六
四
三
-
七

=

一

年
)

は

『
探

玄

記

三
四
」

(
正
藏

三
五

.
四
五
六

.
六

a
)

に

「
信

地

に
欣

ぶ
所

の
故

に
可

樂

と

名

つ

く
」

と

理
解

し
、

李

通

玄

(六

三
五
1

七

三
〇
年
)

の

『
華

嚴

経

論

三
四
』

(正

藏

三

六

.
九
五
五

b
)

に
は

「
無

染
寂

静

を
表

わ

す

を
勝

樂

と

な

す
」

と
註

繹

し

て

い
る
。

な

お
晋

経

は

「
可
樂

國

」

と

あ

る
が

、

こ

れ

は

菊
91
日
ρ
σQ
同9ー
ヨ
ρ
可

樂

聚

落

、

羅

摩

伽

國

を

想

起

さ

せ
る
。

こ

㌧
は
中

印

度

、

拘

利

族

ぽ
。
一蔓
91

に

よ

つ
て
佛

塔

が

建

て
ら

れ

た
佛

舎

利

八
分

の

一
國

で
あ

る
。

(
長
阿
含
四
遊
行
経
末
正
藏

}
、

三
〇

a
、
佛
本
行
経
+
七
、

そ
の
他
参
照
)
ま

た

二

三
番

目

の
善

友

に
、

晋

・
唐

爾

経

に
は
可

樂

城

、

無

上
勝

長
者

が

出

て
く

る
が

、

『
羅

摩

伽

経
」

(
入
法
界

品
の
別
鐸
と
見
倣

さ
れ
て
い
る
)

へ

が

こ

の
善

友

に
相

當

す

る
虞

か

ら

始

ま

る

鮎

か

ら

も

『
羅

摩

伽
」

の
経

名

決
定

に
關

係

が

あ

る

と
思

わ

れ

る
。

行

願

品

で

は
樂

理

路

城

・

客
き

α
臼
91
鎚

昌
9ー
ヨ
9

舜

σQ
p
蚕

(o
ぐ
・
H
。。
P

ご

と

な

つ
て

い

る
。

ガ

ン
ダ

ヴ

ュ
ー

ハ
の
主

人

公

ス
ダ

ァ

ナ

に
し

て
も

そ

の
出

生

因

縁

の
所

に

(
Q
<
・
℃
℃
。
α
N
"
一
H-
0
ω
鳩
一の
e)

七
寳

櫻

閣

、
七
伏
藏

、

五
百

寳

器

が

涌

出

し

、

宅

申

が

珍
寳

財

物

、

諸

資

具

で
充

渦

し

た
と

い
う

話

が

あ

り

、

そ

れ

は

ス
ダ

ァ
ナ

の
過

去

の
積

善

℃
冒

ぐ
甲
百

零

蜀
白
已
ρ

に
依

る

と
説

か

れ

て

い
る
。

言

う

ま

で

も

な

く

ω
二
魯

ρ
舜

《

非

常

に

富

裕

な
》

の
名

も

錦

敬

偶

に
あ

る

ご
と

く

、
象

舘

ヨ
甲
α
プ
餌
轟

法

財

の
豊

か

さ

を
も

つ
も

の

に
指

示

さ

れ

る
も

の
を

意

味

す

る

に
外

な
ら

な

い
。

し

か
も

漢

繹

で

は
略

さ

れ

て

い
る
が

、

〈

豪

商

の
息

子

V

喰
窃
嘗

置
習

爵

p

で
あ

る

ス
ダ

ァ

ナ

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
表

現

か
ら

こ

の
経

典

が

す

で

に

「
富

」

に
關

心

を

も

つ
者

を

封

象

と

し

て
豫

想

し

て

い
た

事

が

了

解

さ

れ

よ

う
。

震
昏

p

《
實

利
》

へ
の
關

心

を
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通
し
て

魯
震
日
9
《
正
法
》

へ
と
言
う
表
現
形
式
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
少
く
と
も
そ
の
よ
う
な
表
現
法

の
設
定
を
好
む
者

が
封
象
と
な
つ
た
と
言
え
よ
う
。
諺
鷲
9αq
げ
o零

馬
鳴

(>
U
Hi卜○
○
)
の
作
品

QD
習
昌
α
p
鎚
昌
碧

α
9
〈
美
男
ナ
ン
ダ
〉

の
最
後
に
激
樂
の
た

め
で
な
く
寂
静

・
解
脱
の
た
め
に

囚
91
〈
嚇

詩
を
作

つ
た
と
い
い

「讐
え
ば
飲
む
た
め
に
苦
き
藥
を
蜜
と
ま
ぜ
た
る
も

の
の
如
し
、
如
何

に
し

て
心
に
適
ふ
も
の
た
ら
ん
か
と

(思
い
て
)」

(8
章
64
偶
)
松
濤
敏
授
課

「大
正
大
學
研
究
紀
要

42
」
と
説
か
れ

る
が

ガ

ン
ダ
ヴ

ュ
ー

ハ
は
も
つ
と
徹
底
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
現
形
式
よ
り
い
え
ば
甘
き
藥
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
苦
き
蜜
で
あ
る
。
世
間
界
と
法
界
と

の
關
係
も
そ
の
よ
う
な
表
現
を
通
し
て
説
か
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
は
こ
の
経
典
成
立
の
文
化
史
的
背
景
と
年
代
推
定
と
言
う
重
要
な

事
柄

に
關
係
す
る
の
で
こ
の
小
論
で
恣
意
を
述

べ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
ガ
ン
ダ
ヴ

ュ
ー
ハ
の
中
で
た
と
え
實
在
の
國
、
地
方
、
村
、
園
林
、
人
の
名
構
が
あ
つ
て
も
そ
れ
は
歴
史
的
地
理
的
事

實
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
こ
の
物
語
を
構
成
す
る
上
で
の

一
素
材
と
し
て
の
贋
値
を
も

つ
も
の
で
あ
る
。

シ
ナ
の
註
繹

で
は
こ
れ
ら
固
有

名
詞

を
も

一
々
、
訓
詰
註
繹
し
教
理
に
則
し
て
そ
の
意
義
を
理
解
し
た
の
で
あ
る
が
、
原
意
に
則
し
て
の
理
解
と
言
う
顯
で
は
附
會
の
顯

も
見
逃
せ
な
い
。
(
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
高
峰
了
州
博
士
著

『般
若
と
念
佛
』

(
一
九
二
ー
三
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
)

象
徴
的
叙
述
と
説
明
的
解
繹

「
す

べ
て
佛
経
は
文
の
い
と
つ
た
な
き
も
の
な
り
、

一
つ
に
短
く

い
ひ
と
ら
る
㌧
事
を
く
だ
く
だ
し
く
同
じ
こ
と
を
長

々
と
い
へ
る
な
ど

天
竺
國
の
物

い
ひ
に
て
も
あ
る
べ
け
れ
ど
い
と
わ
づ
ら
し
う
つ
た
な
し
」

(玉
か
つ
ま
+
四
)
と
は
本
居
宣
長
の
佛
典
批
到
で
あ
る
。
特
に

大
乗
佛
教

に
冗
漫
な
繰
り
返
し
の
多

い
事
は
だ
れ
も
が
指
摘
す
る
所
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
㌧
で
問
題
な
の
は

「
文

の
い
と
わ
づ
ら
わ
し

う

つ
た
な
し
」
と
い
う
所
に
止
ま
ら
ず

「天
竺
の
物

い
ひ
」
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
経
典
成
立
時
代
の
イ
ン

ド
的
な
思
惟
と
文
學
的
情
趣
の
表
現
法
を
理
解
せ
ず
し
て
勝
手
に

「
い
と
つ
た
な
し
」
と
き
め
つ
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
ガ
ン
ダ
ヴ

ュ
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ー

ハ
も

同

じ

よ
う

な
型

式

に

は

ま

つ
た
羅

列

的

な
文

章

で
あ

り
、

攣

化

の

な

い
、

長

い

O
。
日
℃
・
毒

創

合

成

語

の
並
列

し

た
冗

長

な
寂

述

が

多

い
。

し

か

し

一
例

と

し

て

ガ

ン
ダ

ヴ

ュ
ー

ハ
の
初

め

の

勺
貰
零

昌
日
9
⇔
α
巴
霧

91
σq
9
轟

ザ

《

衆

會

の
道

場

の
海

・
海

の
よ

う

な
天

衆

の

あ

つ
ま

り

》

の
章

中

(∩
甲く
。
℃
℃
、
①
り
日
一
ー
oQ
り
H刈
●)

で

の
救

述

表

現

が

萬

華

鏡

を

み

て

い

る

よ
う

な

濁

特

な
表

現

が

あ

る

こ

と

も

見

落

す

課

に

は
行

か

な

い
。

次

い

で

ω
一旨
冨

≦

嘗

日
三

伴甲
ω
9
旨
91
α
ぼ

ぜ

章

で
も
、

世

尊

が

師

子

奮

迅

(
頻

申

)

三
昧

ω
一旨
匿

く
帯

巨

σ
一苗

ロ
創
日
9

ω
帥
目
91
Q
ぼ

《
獅

子

の
頻

申

〔
あ

く

び

・
の
び

あ

が

る

こ
と

〕

と

名

づ

け

る

三
昧

》

に

入

つ
て
、

そ

こ

で

の
大

荘

嚴

重

閣

露
ρ
げ
91
<
旨

げ
9

吋
口
8
σq
91
轟

の
描

篤

で

は
形

容

修

飾

の
語

句

が

次

々

と
墾

げ

ら

れ

て

わ

れ
わ

れ

の
連

想

に
訴

え

る

よ

う

に
華

美

絢

瀾

な

表

現

が
横

溢

し

て

い
る
。

輩

な

る
形

容

詞

で

は
間

に
合

わ
ず

、

言

葉

自
膿

が

一
荘

嚴

と

な

つ
て
大

き

な
極

彩

色

の

モ
ザ

イ

ク

を
成

し

て

い
る

よ

う

な
文

章

で

あ

る
。

ま

た

こ
れ

が

口

諦

さ

れ

る
時

に

は

一
定

の
リ

ズ

ム
を

通

し

て

こ

の
荘

嚴

語

が

調

す

る
者

の
心
情

に
影

響

す

る

も

の
と

な

ろ

う
。

繹

道

安

(
三

一
二
弓

三
八
五
)

に
は

「
五
失

本

・
三

不

易

」

の
醗

繹

論

が

あ

つ
た

こ
と

は
有

名

で
あ

る
が

、

ガ

ン
ダ

ヴ

ュ
ー

ハ
の

こ

の
章

を

理

解

す

る
上

に

五
失

本

(
胡
語
を
秦
語

に
翻
課
す

る
と
き
原
型

の
失
な
わ
れ

る
限
界
に

つ
い
て
の
五
項
目
)

の

申

で
口

と
日

を
依

用

し

よ
う

。

C⇒

は

「
胡

経

尚

レ質

、
秦

人

好

r
文

、

傳

可
一一衆

心

一非

γ
文

不

合

、

二
失

本

也
」
、

⇔

は

「
胡

経

委

悉

、

至
=
於

歎

詠

一、

町
寧

反

覆

、

或

三

或

四

、

不

7
嫌

二
其

煩

一
(
ま

た

は
繁

)

而

今

裁

斥

」

で

あ

る
。

(
出

三
藏
記
集
序

八

・
正
藏

五
五

・
五

二
b
)

こ

の

よ
う

に
梵

文
漢

繹

が
煩

雑

な
文

省

を
略

し
、

冗

長

な
も

の

を
取

意

簡

略

し
、

教

理

を
含

む

象
徴

的

叙

述

や
丈

彩

を
加

え

る

た

め

に
説

明

補

足

の
繹

を

し

た

こ
と

を

物
語

つ

て

い

る
。

メ

ー

グ

ハ

シ

ュ
リ

ー

比

丘

の
文

中

で
最

初

に

「
宿

世

の
善

根

よ
り

生

じ

た
最

勝

の
行

爲

に

よ

る

加

護

を
望

ん

で
、

美

味

の
食

物

を

た

べ
」

の

一
節

は
晋

・
唐

経

課

の
梵

本

に

な

か

つ
た

の

か
、

漢

繹

で
省

略

し

た
も

の

か
、

行

願

品

で

は

「
身

命

を

掲
捨

し

て
飢

渇

の
想

な

し
」

と
課

さ

れ

た

部
分

が

「
美

味

の
食

物

を

た

べ
」

な

ど

に
當

る

説
明

的

な
取

意

課

と
考

え
ら

れ

る
。

こ

れ

は

五
失

本

の
第

二

に
相

當

す

る

で

あ

ろ
う

。

ま

た
、

ス
ダ

ァ
ナ
が

比

丘

を
求

め

て

、
「
東
方

と
同

じ

よ
う

に
南

方

へ
、

西

方

へ
、

北

方

へ
、

北

東

方

へ
…

上

方

も

…

下

方
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を

も

見

廻

し

ま

し

た
」

と
尋

ね

る
叙

述

は
漢

鐸

で

は

「
十

方

」

(晋

経

)

と

か

「
東

西

南

北

四

維

上

下

」

(唐
経

・
行
願
品
)
と
課

し

て
原

文

の
冗

長

さ

を
簡

略

に
し

て

い

る
が

、

梵

本

に

◎
p
嶋
甲
臼
嶋
・
《

十

方

》

と

か

、

≦
象
η

《

四

維

》

と

言

ヶ
語

な

ど

を
使

用

し

て

い
な

い

こ
と

か

ら

推

し

て
も

原

文

の
素

朴

な
表

現

の
も

っ
時

間

的

な
含

み
が

失

な

わ

れ

て

い
る
。

次

に

ス
ダ

ァ
ナ
が

比

丘

に
如

何

に
菩

薩

行

を
實

践

す

べ
き

か

に

つ
い

て
十

二

の
質

問

を

す

る

の

で

あ

る
が

、

こ

れ

は
前

章

の

《
寓
昌

冒
糟
掛

マ
ン

ジ

ュ
シ

ュ
リ

ー

》

章

で

、

ス
ダ

ァ
ナ

が

マ
ン

ジ

ュ
シ

ュ
リ

ー

菩
薩

に
封

し

て

の
問

い
で

も

あ

つ
た
。

梵

文

で

は
合

わ

せ

て

三
度

O
<
・
唱
や

零

・ω
占
一
・
唱

・
㎝
。。
・
HG。
-
卜。
倉

℃
や

留

・

旨
凸
O
・
同

じ

十

二
問

が

で

て

い
る

こ

と

に

な

る
が

、

こ

の
章

で

は

三
課

と
も

一
部
省

略

し

て

い

る
。

も

つ
と

も

こ

の
十

二
句

は

ほ

と

ん
ど

。・).口
○
口
団
ヨ

と

言

え

る
、

唱

Φ
臣
×

の

つ
い
た

σq
巽

巨

象
く
Φ

句

の
繰

り

返

し

で

こ
れ

を

簡

略

し

た

の
は

當

然

と

言

え

る
。

こ

れ

は

五
失

本

の
第

三

の
適

用

と

み
ら

れ

る
が

、

一
方

、

こ

の
十

二
問

に
封

懸

し

て

メ

ー
グ

ハ

シ

ュ
リ

ー
が

十

一

(
あ

る

い

は
十

二
)

句

の
難

事

を
學

げ

て

ス
ダ

ァ
ナ

を
歎

賞

す

る

黙

か

ら

は
省

略

し

な

い
方

が

良

い

と
も

言

え

る
。

藏

本

は
略

し

て

な

い
。

ま

た

こ

の
章

の
最

後

の

「
ス
ダ

ァ

ナ

青

年

は

…

メ

ー

グ

ハ

シ

ュ
リ

ー
比

丘

を

い
く

百

千

回

も

右

続

し

て
、

(
そ

し

て
)

見

仰

い

で
、

比

丘

の
前

よ

り
僻

し

て
往

き

ま

し

た

」

は

晋

経

は

「
邊

無

数

匝

、

春

仰

顧

懸

、
僻

退

南

行
」
、

行

願

品

は

「
邊

無

敷

匝

、

慰

惣

謄

仰

、

懸

慕

而

去

」

と
取

意

繹

を

し

て

い
る
。

こ

の

句

は
善

友

を
僻

す

と
き

の
常

套

句

で
あ

る
。

右
纏

は

通

常

は

一
周

か
、

三

匝

(
書

菅
)
領

ρ
創
p
吋
曾
甘
耳

詳
《
ρ

で
あ

る
。

ガ

ン
ダ

ヴ

ユ
ー

ハ

・

に

は

謬

Φ
閃
謝
暮

爵

廿
オ

昌

b
鎚

9

犀
曾
嘗

閃
廿
芝

p

(Ω
ノ、・
℃
・
幽
9

Nε

《

い
く
百

回

も

右

続

し

て
》

も

あ

る
。

こ

こ
で

は

き

Φ
冨

嶋
暮

甲

。・
餌
げ
9
ω
類

胃

詳
く
p
昼

と

素

朴

な

誇

張

表

現

と

な

る
。

二
十

一
句

の
佛

を
憶

念

す

る
法

門

で

は

二
門

を
除

く
外

は
全

て
、

ー

紹
語
91
同
○
豆
蜜

9

&

げ
習

島

B
廿
江
ヨ
島

げ
穿

《

～

(
に
よ

つ
て
)

生

じ

さ

せ
ら

れ

た

る
佛

を

憶

念

す

る
門

》

と
言

う

0
9
蕊

9
江
く
①

で
受

動

調

の
用

法

が

繰

り

返

え

さ

れ

る
。

漢

鐸

で

は
冗

調

子

を

避

け

て
か
、

こ

の

ニ

ュ
ア

ン

ス
を

出

し

て

い
な

い
。

た
だ

「
～

念

佛

(
三
昧

)

門

」

と

名
目

を
冠

し

て

い
る

の

み

で

あ

る
。

そ

の
代

り

に

そ

の
軍

調

を

破

る
た

め
、

教

理

に
則

し

て
説

明

解
繹

の
繹

が

添

加

さ

れ

文

彩

を

も

補

つ
て

い

る
。

例

え
ば

ω

《
ω
輿

く
ρ
す
σQ
暮

・
(
智
σQ
同
o

σ
9
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停

9
日
ω

。
9
阜
)

一
切

の
衆

生

に
お

い

て
》

は
晋

経

で
は

「
一
切

衆

生

の
遠
離

顛
倒

の
」
、

行

願

品

は

「
種

種

の
埆

上

意

樂

に
安

住

せ

し
む
」

と

な

つ
て

い
る
。

ω

《

α
げ
霞

旨
9
人
。
げ
o
ω

閃
胤

・)

法

よ
り

》

は

晋

経

で
は

「
諸

法

中

に
心

に
顛

倒

な

き

」
、

唐

経

は

「
法

に
安

住

せ

し
む
」
、

行

願

品

は

「
種

種

の
如

來

究

童

正

法

に
安

住

せ

し

む
」

と

あ

る
。

ω

《

犀
巴
零

人

σ
。。
閃
巴

℃
甲

)
劫

に
よ

つ
て
》

は
晋

経

で

は

「
諸

劫

に

(
お

い

て
)

顛

倒

せ
ざ

る
」

と
課

し

て

い
る
。

⑧

《
冨

Φ
#
甲

(
ω
ぼ
壽

げ
ρ
ヨ
ω
。
9
傷
-
)

國

土

に
よ

つ

て
》

は
晋

経

で

は
佛

刹

を
嚴

深

す

る
」

と

あ

る
。

⑩

の
《

ヰ
唄
巴

げ
く
甲
(
含

ω
σq
鍔

孚

)

一一一世

よ
り

》

は
晋

経

で

は

「
三

世

に
顛

倒

せ
ざ

る
」

と

な

つ

て

い

る
。

GD

で

儲

《

習

9
日
σ
き

甲

(
ら
邑

σQ
ω
・)

所

縁

に
よ

つ
て
》

は

晋

経

は

「
無
壊

境

界

の
」

で
あ

る
。

⑫

《
協

p
富

人
ω
三

冨

。。
-)

寂

滅

に

よ

つ
て
》

は
行

願

品

で

は

「
一
切

性

寂

滅

」

と
繹

し

て

い
る
。

⑯

《
ぐ
旨

冨

人
犀
巨

叶
午

)
荘

嚴

に
よ

つ
て
》

は

行

願

晶

で
は

「
刹

那

際

の
荘

嚴

」

で
あ

る
。

⑱

《

○
一陣
$

人
ω
Φ
B
ω
・)

心

に

よ

つ
て
》

は

「
深

心

の
」

(晋

経

)
、

「
自

在

心

の
」

(
唐

維

・
行

願

品

)

と

な

つ
て

い
る
。

⑲

は

《

冨

同
B
甲
(
寅
ω・
)
業

に
よ

つ
て
》

は
晋

経

で

は

「
澤

(
?

)

業

の
」
、

唐

維

は

「
自
業

の
」

と
繹

し

て

い

る
。

ま

た

○
○
日
℃
○
毒

創

の
語

尾

に
あ

る

・〈
ぢ
q
&

甑

ま

た

は

・<
旨

冨

と
言

う

語

は
漢

謬

で

は
飾

り

の
語

句

と
見

倣

す

の

か
省

略

さ
れ

る
。

あ

る

い

は
形

容

詞

の

よ
う

に
取

り

扱

う

。

例

え
ば

《

σ
○
◎
ぼ

ωρ
算
く
p
三
蔓

9、
O
磐

お
巳

山
亘

菩

薩

の
出

離

の
清

澤

》

は
麿

経

で

は

「
菩

薩

出

離

の
道

」

と

な
り

《
げ
○
山
ぼ

富
9
暮
く
p
日
賢

σq
9
ぐ
お
直
&

霞

菩

薩

道

の
清

深

》

は
晋

経

は

「
清

深

菩

薩

之

道
」
、

唐

経

は

「
菩

薩

清

澤

道

」

と
鐸

さ

れ

て

い
る
。

《

げ
○
α
ぼ

ω舞

オ

鍔

ρ
蔓

㌣
く
巴
℃
巳
誘

く
お
自
&

三

菩

薩

行

の
廣

大

清

浮

》

は
行

願

品

で

は

「
菩

薩

廣

博

浄

行

」
と

あ
り

、

《

げ
○
山
巨

舞
暮
く
9,
σ
ぼ

冒
餌
三
筈

餌
冨
く
お
巳

自

一

菩
薩

の
神

通

成

就

の
清

浮

》

は
唐

経

・
行

願

品

は
略

さ

れ

て

い

る
。

《
雪

昌
舜
,

ぐ
お
&

爵

旨

身

禮

の
清

澤

さ

に

よ

つ
て
》

は
行

願

品

は

「
清

澤

身

を
以

つ
て
」

と

課

し

て

い
る
。

し

か

し
例

外

も

あ

る
。

《

醤

9

尉

p
,

ね
が

饗
す
σQ
ρ
α
く
二
留
讐
搾
げ
91σQ
9
蜜
留
お
ρ
轟
く
お
鼠
α
ξ

餌

樂
う
所
に
随

つ
て
衆
生
を
教
示
す
る
如
來
を
観
る
こ
と

の
清
深

に
由

つ
て
》

は
晋

経
は

「
一
切
衆
生
の
所
鷹
に
随

つ
て
悉
く
清
深
な
ら
し
む
」
、

唐
経

・
行
願
品
は

「
諸
衆
生
心
の
所
樂
に
随
つ
て
見
佛

せ
し
む
、

清
澤
を

得
る
が
故
に
」
と
繹
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
く
旨
げ
p
の
場
合
で
は

《
<
一9
#
p℃
錠
確
ロ
B
9
且
9
冨
く
《
嘗

習

美

し
き
衆
會
の
道
場
の
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荘

嚴

を
も

て

る
》

は
唐

経

・
行

願

品

は

「
種

種
衆

會

の
荘

嚴

道
場

」

で

あ

る

。

《

≦
三
畠

甲
9

α
号

9
冨

Φ
町
餌
く
管
巳

α
ぼ
げ
冨

く
9
<
餌
⇒
㌘

<
)・嘗

習

種

種

の
佛

國

の
満

浮

な

る
宮

殿

の
荘

嚴

を

も

て
る

》

は

晋

経

は

「
種

種

清

浄

荘

嚴

佛

刹

」
、

唐

経

は

「
種

種

國

土
」
、

行

願

品

は

「
種

種
宮

殿

荘

嚴

國
界

」

と
課

し

て

い
葛
。

《

ぐ
首
巳
ρ
旨

ω
餌
旨
窪

蜜

B
昆

プ
程

一q

習

㍗
く
団
口
げ
9
日

廣

大

な

る
普

ね

き

門

に
到

達

す

る
荘

嚴

を
》

は
晋

維

ば

「
清

深
普

門

、

荘

嚴

普

門

を
」
、

唐

経

・
行

願

品

は

「
澤
廣

大
荘

嚴

門

」

と

あ

る
。

以

上

例

示

し

た

O
O
日
℃
○
毒

島

は
意

味

は

抽

象

的

に
な

つ

て
も

く
溶
巳

⊆
三

や

く
旨

冨

が

主

と

な

る
語

で
あ

る
。

漢

澤

で
形

容

詞

の
よ

う

に
謬

す

根

腺

が

明

ら

か

で

な

い
。

梵

文

自
膿

の
特

殊

な
用

法

か
、

も

し

く

は
抽

象

的

な
意

味

を
排

し

て
漢

本

で

は

意

繹

さ

れ

た

も

の

で
あ

ろ

う

か

。

梵

用
語

の
中

に

思
想

上

で
重

要

な
意

義

を
含

ん

で

い

る
も

の

に
留

意

す

る

こ
と

は
原

意

を
把

握

す

る

た

め

に
不

可
欠

の
問

題

で

あ

る
。

文

中
、

《

旨
①
σq
げ
9
糟
ぞ
p
ヨ

σ
げ
鰐
紹

8

ρ
昌
o
σq
9
<
Φ
零

B
91
0
9
ケ

℃
冒

く
91
5,

象
零

旨

三
蔓

3
動
ξ

メ
ー

グ

ハ

シ

ュ
リ

ー
比

丘

を

さ
が

し

な
が

ら

東
方

へ
行

き

ま

し

た
》

ま

た
《

℃
窮

臼
日
・
暮
p
贔

日

9
豆

島
饗

日

巳
q

竃

習

西

北

方

へ
も

行

つ
た
》

で
口
5

餌
蜜
習

(巳

7
＼

図
91

の
第

二

過

去

)
を
用

い

て

い

る
。

こ

の
語

は

「
～

か

ら

出

て
ー

へ
行

く

」

(
8

σq
O

O
暮

(
ヰ
○
ヨ
)
ー

ヨ
8

(什
○
)ー

℃
8

α
①
嚇

詳

ヰ
O
B

一罵
B

一
一{ρ

モ

ニ
エ

ル
の

ω
国
U
"
℃

α
α
①
。
)

の
意

を
も

ち

、

「
出

離

」

を

意

味

す

る

。

師

ち

「
迷

妄

を

出

離

し

て
聖

に
入

る
」

義

が

含

ま

れ

て

い

る

。

こ

の
黙

か

ら

こ

の
法
門

を
智

撮

(六
〇

ニ
ー

六
六
八
年
)

の

『
捜

玄

記

三
四
」

(
正
藏
三
五

・
九
ー
b
)

に

「
出
離

の
始

」

と

か
、

『
探

玄

記
』

(
正
藏

四
五
六

a
)

に

「
創

め

て
外

凡

を

出

ず

」

と

理
解

す

る
意

義

も

認

め
ら

れ

る
。

ま

た

同

じ

く

《

σ
○
α
巳

。。9
洋
く
p
巳
蔓

習

ρ
≦
輪
ρ
阜

自
三
嚇

江
日
賢

σq
省

9
ヨ

菩

薩

の
出

離

の
清

深

を
尋

求

す

る

こ
と

・
(
唐

経

で

は
出

離

道

)
》

も

同

じ

例

で
あ

る
。

こ

の
語

が

「
行

く

、

到

る

・
に

重
鮎

が

置

か

れ

る

と
《

閃
p
夢

p
ヨ

σ
o
α
三

舞

ヰ
<
91

巳
蔓

習

受

p
旨

ヰ
9
鼠

饗

ヨ

ω餌
B
饗

寄

9
ヨ
σ
○
α
げ
習

菩

薩

ら

は

ど

の

よ
う

に

し

て

無

上

の
正

等

覧

に
到

達

す

る
か

》

と

か

《

ω9
日
9
口
富

日
賃
閃
げ
ρ
三
蔓

習

甲
く
望
嘗

ρ
δ

。・帥
ヨ
く
舞

α
げ
p
覧
ω
蜜
p
江
＼

廣

大

な

る
普

ね

き
門

に
到

達

す

る
荘

嚴

を
完

全

に
生

じ

さ

せ

る

で

あ

ろ
う

》

と
言

う

意
味

と

な

る
。

エ
ジ

ャ
ー

ト

ン

の

bd
缶
ω
】)

℃
ω
O
ρ

p
げ
・

巳

q
習

p

の
項

に

は

餌
Φ
=
<
①
鎚
昌
o
①
と

か

ω
巴
く
鉾

δ
口

と

も

理

解

し

て
、

例

文

と

し

て
《

団
Φ
叶
Φ
91
曙

習
岱

σQ
コ
p
ヨ
91
目
σq
9
σ
げ
9
<
p
昌
91
く
旨

習

ヨ
窮

o
p
昌
9

0
響
唄
餌
暮

9
-
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巳
蔓

9-
⇔
p
ぐ
旨
警

言
p
昼
＼
O
<
・

℃
℃

ミ

ρ

旨
l
H
ρ

》

を
摯

げ

日
三
ω

一ω
9

臼

。。江
⇔
o
註
○
口

○
脇
bd
o
山
江

ω暮

オ

9

ヨ

夢

Φ
録
①
げ
91
唄
習

僧

と
註

し

て

い
る
。

晋

経

で

は

「
修

=
八

正

道

一、

而

不

二永

出

二
生

死

一
者

」

(
正
藏
七
七
〇

c

一
四
i

一
五
)
と

課

さ

れ

、

唐

経

で
は

「
錐

γ
修

二
八

正

道

一
而

不

γ
求

=
永

出

世
間

一」

(
正
藏
四
二
四

a
五
1
六
)
と

あ

り

、
行

願

品

で

は

「
是

錐

7
修

=
至

聖

道

一
而

不

γ
求

=
永

出

世

間

一者

之

所

住

庭

」

(正
藏

八

一
九

a

一
〇
!

=

)

に
相

當

す

る
。

以

上

の

よ
う

に

巳
学
へ

滋

に
基
づ

く
語

は

「
迷

妄

を
出

離

し

て
解

脱

に
到

達

す

る
」

と
言

う

意

を
含

む
佛

教

濁

自

の
用

語

と

し

て
使

わ

れ

る
。

讐

喩

表

現

メ

ー
グ

ハ

シ

ュ
リ

ー
比

丘
が

解

脱

力

の
自

在

に
よ

つ
て
(
9
α
三

白
鼻

江
σ
巴
劇
警

ぢ
鉾
Φ
嚇

鼠

)
、
十
方

に
多

く

の
佛

を
見

る
叙

述

で

は

一
佛

か
ら

多

佛

へ
と
漸

次

、

敷

量

を
増

加

す

る
列

摯

の
仕

方

で
十

方

に
彪

大

な
量

の
佛

が
漏

ぢ

て

い
る

こ
と

を
見

る

と
言

う
表

現
形

式

を

と

つ
て

い

る
。
こ

の
増

加

の
表

現

は

初

め

は

十

進

法

に

よ

つ
て

自

然
敷

か

ら

、不

可

量

、
不

可

説

の
無

限

の
数

へ
、次

に

ジ
ヤ

ン
ブ

ー
州

(智
B
9

α
≦
嵩

)
を

中

心

と

し

た
四

大

州

に
属

す

る
世

界

の
極

微

の
塵

(
の
数

)
に
等

し

い

(
。
舞
霞

α
<
君
磐

巴
。
冨

自
げ
91
ε

℃
p
鎚

ヨ
習

舞

ρ
す
ケ

ω
ρ
目
91
降
ー

)
如

來

を

、

更

に
佛

國

土

の
極

微

の
塵

(
の
籔

)
に
等

し

い

(
げ
扇
◎
山
げ
9
冨

Φ
霞
9
℃
9
蜜
B
餌
O
o
鎚
宣
ゲ

。・
9
日
91
昌
ー

)
如
來

を

、
と
言

う

敷

量

を
現

わ

す

た

め

の

一
種

の
讐

喩

表

現

を
用

い

て

い

る
。
一
切

庭

に
佛

を

見

る
と

言

う

要

約

し

た
救

述

で
は

足

ら

ず

、巨

大

な
数

量

の
観

念

を

具

象

化

せ
ん

と
漸

埆

す

る
藪

を
羅

列

す

る
。

敷

に
關

し

て
は

ガ

ン
ダ

ヴ

ュ
ー

ハ
の

＼
＼
冒

脅

ぐ

Φ
鷲

鎚

菩

＼
＼

章

で

は

閃
○
賃

千

萬

か
ら

p
口
ρ
げ
三
叔
電

91
富

σ
ぽ

研
℃
巻

℃
p
江
く
霞

富

不

可

説

不

可

説

縛

に
至

る

い
わ

ゆ

る

「
十

大

数

」

に
類

す

る
も

の
が

列

摯

さ
れ

て

い

る
。

(9

、・

℃
℃
・
H
器
・
謡
書
一
ω
ド

H。。
・)
(
晋
経

で
は
阿
曾

砥
品
の
如
し

と
課
し
て

い
る
)

ま

た

ω錠

く
9
σ
瓢
畠
島
げ
ρ
σ
○
α
臣

ω
ρ
旨
吋
げ
団
習

毛

声

≦
薯
9ー
ロ
91
営

(O
<
.

℃
.

お
9

H
N
・)
《

一
切

の
佛

菩

提

の
敷

に
随

つ

て
悟

入

す

る

こ

と
》

と

言

う

算

敷

法

門

も

あ
げ

ら

れ

て

い

る
。

メ

ー
グ

ハ

シ

ュ
リ

ー

の
見

佛

で

言

う

佛

國

土

の
極

微

塵

(
の
敷

)
と

は
聖

な

る
数

量

で
あ

る
。

世

間

一〇
冨

山
げ
91
9

の
教

の
増

大

に
件

つ
て
法

界

◎
げ
錠

5
9
α
げ
鋒

¢

の
勲

に

移

つ
て

い

る
。
こ

㌧

で

の
極

微

塵

の
取

扱

い

は

①
閃
9
℃
震
9
ヨ
習

霞
p
す
巴

蟹
H
<
巴

げ
舘

日
9
α
げ
騨

g
鷺

9
怠
σ
げ
画
ω
9
託

鼓
p
℃
江
。・p
旨

山
p
お
9
づ
㊤
日
i

(O
く
.
℃
℃
・
8

卜。
窄
卜。
α
.)
《

一
つ
の
極

微

塵

の
中

に

一
切

の
法

界

の
影

像

を

示

現

す

る

こ
と

》

と

言

よ
う

な

用

法

で

は

な
く

、

極

微

塵

と
言
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う

微

細

を

素

材

と
し

て
逆

に
極

大

な
敷

量

を

表

わ

さ

ん

と

す

る
讐

喩

と

な

つ
て

い

る
。

ま

た
、

文

中

に
比

丘
が

「
慧

と
信

と

の
(
爾

)
眼

の

法

の
清

澤

に

よ

つ
て
」

(
B

吋
昭

H
自

帥
亭

牌
p
&

訂

・口
曙

p
く
お
巳

自

扇

)

一
切

の
方

庭

の
佛

國

土

に
如

來

を

見

る

と
言

う

叙

述

が

あ

る
。

佛

に
ま

み
え

る

こ
と

の
條

件

と

し

て
慧

日
p
江

と

信

『
9
α
α
げ
飼

と

の
教

え

を

爾

眼

。
9
吋
沼

ω

に
讐

え

た

こ

と

は

適

切

な

比

喩

で

あ

る
。

晋

経

で

は

「
清

澤

な

る
方

便

の
慧

眼

を

逮

得

す

る

」

と

あ

り

、
唐

経

・
行

願

品

は

「
信

眼

清

澤

」

と

あ

る

が

明

確

に

こ

の

意
味

が

と

ら

れ

て

な

い
。
梵

語

で
基

本

の
敷

を

現

わ

す

の

に
敷

詞

を
用

い
ず

、
具

象

的

な

名
詞

で
代

用

す

る
場

合

が

あ

る
が

1

例

え

ば

一
は

。
き

母

9

月

、

二

は

。
爵

望

ω
眼

、

三

は

9
σq
三

火

、

四

は

鼠

σq
賀
p

海

、
七

は

胤
巴

仙

人

、

ま

た
、

群

、

集

り

を

閃
巳
ρ

旨

夢

P

く
鍵

σq
ρ

導

Φ
σQ
げ
P

く
唄
口
げ
9
"

智
ド
"

白
9
0
α
巴
9
●

な

ど

で
表

現

す

る
ー

こ

＼
で

は

こ

の

よ

う

な

シ

ン
ボ

リ

カ

ル
な

表

現

と

し

て

「
(
爾

)

眼

」

を
用

い

た

の

は

優

れ

た
陰

喩

で
あ

り

、

ま

た
見

佛

の
條

件

と

し

て
慧

と

信

と

の
重

要

性

を

示

す

も

の

で
あ

ろ

う

。

ま

た

二
十

一
の
佛

を

憶

念

す

る

門

の
最

後

の
法

門

で

あ

る

「
虚

空

に

よ

つ
て
生

じ
さ

せ
ら

れ

た

る
念

佛

門

」

で

は
そ

の
所

以

と

し

て

「
如

來

の
身

雲

に
よ

つ
て
形

ち

づ

け

ら

れ

た

法

界

の
盧

空

を
見

あ
げ

る

こ

と

に
由

つ
て
」

(
富
夢

餌
σq
9
富
ゴ
ヨ
σ
禦
日
①
σq
げ
9
蚕

9
審

・山
げ
賀

目
9
自

響

亨
σq
9
σQ
9
口
o
=
爵

p
昌
9
富

《
91
)

と

述

べ
ら

れ

る
。

こ

～
で

は
如

來

身

と

法
界

と

が
、

雲

と
虚

空

と

の

比
喩

で
表

現

さ

れ

て

い
る

。

次

に
讐

喩

表

現

で

は

な

い
が

二
十

一
の
念

佛

門

中

第

二
十

に
耐

攣

よ
り

生

じ

さ

せ
ら

れ

た
念

佛

門

が

墨

げ

ら

れ

、

そ

の
耐

攣

の
内

容

と

し

て
、

一
切

の
諸

方

庭

に

「
残

り

な

く

一
切

法

界

に

ナ

リ

ニ
ー

蓮

華

の

い

つ
ば

じ

に

振

が

る

廣

大

な

佛

の

紳

攣

に譜

Φ
零

ω
霞

く
9

α
げ
p
H
ヨ
9
α
げ
弩

q
昌
巴
冒
同℃
p
α
日
9
℃
霞

一ω
℃
げ
昌
9
く
首
巳
p
σ
自
◎
創
渉
p
<
甚
霞

く
ヰ
9

が

説

か

れ

て

い
る
。

b
9
匡
嵩

(
あ

る

い

は

昌
巴
ヨ
9
)

も

℃
巴

ヨ
9

も
共

に

堵
曳
旨
℃
財
器

8

器

科

の

累
①
ε
日
σ
営
B

ω
℃
①
9
。
ω
二
白

で
大

輪

の
蓮

で
あ

る
コ

こ

〉
で

は

廿
ρ
犀
9
鴇

◎
5
ρ

の

一
語

と

し

て
繹

し

た
。

モ

ニ

エ
ル

の

ω
国
∪

℃
α
ω
O
σ
.

で

は

口
p
に
口
9

に

註

し

て

({
H
O
旨

昌
P
一帥

σ
①
0
9
dFω
Φ

O
h
一げ
ψ
げ
O
目
○
毒

ωげ
9
一犀
"
)

と

あ

る
。

論
,文

「
ω
91
自

量

同
9
口
ρ
巳

ゆ

に
お

け

る

植

物
文

學

」

(
木
村

秀
雄
教
授
著
、

日
本
佛
教

學
會
年
報

二
五
號
)

に

は

十

章

第

二
四

詩

頒

の

℃
巴

白
ρ

と

五
章

五

二
詩

頒

の

轟

嵩
轟

を
睾

げ

、

口
p
=
墨

の
語

義

と

し

て

「
董

を

も

て

る
も

の
」

と

解

さ

れ

、

水

面

を

離

れ

て
華

・
董
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が

出

て

い

る

と

見

ら

れ

て

い

る

。

モ

ニ

エ

ル

の

ω
国
U

℃
α
。。
O
σ
●

で

は

昌
巴
一鼠

は

一〇
9

ω

自
o
芝
興

O
H

窯
暮

巽

山
一ξ

(
夢

Φ

℃
寅

算

o
目

津
ω

ω
汁
巴

閃
ソ

ρ
昌

p
ω
ω
Φ
白

σ
}p
σq
①

○
{
ざ

ε

ω

⇔
o
芝
Φ
H
ω

○
目

ρ

δ
け
自
。・

℃
o
口
創
)

と

あ

る

。

論

文

「
印

度

に

お

け

る

蓮

華

喩

の

研

究

方

法

」

(ー

特

に
法

華

経
を
顧

慮
し

て
ー

故
本

田

義
英

博

士
著
、
哲
學

研
究

二
一二
五
)

で

は
法

華

経

の
白

蓮

華

℃
β
⇔
仙
9
昌
冨

が

般

若

空

観

的

な

不

放

不

著

の
清

深

を

現

わ

す
喩

と

し

て
用

い
ら

れ

、

ひ

い

て

は
華

嚴

経

に

お

い

て
も

人

中

の
蓮

華

と

し

て
清

漂

な

菩

薩

行

の
實

践

者

を
意

味

す

る

と
説

か

れ

て

い
る
。

こ

れ

と
封

照

し

て

こ

の
ガ

ン
ダ

ユ
ー

ハ
に

お
け

る

「
法

界

に
蓮

華

が

い

つ
ば

い

に
掻

が

る
聯

攣

」

と

言

う

蓮

華

の
用

例

は

『
華
嚴

的
』

と
言

え

よ
う

。

こ

れ

は
第

十

四

の
念

佛

の
門

の

「
廣

大

な

る

こ
と

」

の
内

容

が

「
一
々

の
如
來

が

法

界

に
結

肋

朕

坐

し

て

い

つ
ば

い

に
な

る

佛

身

が
見

ら

れ

る

こ
と

に

よ

つ
て

①
鼠

時
9
富

夢

91
σq
p
富

号

霞

ヨ
ρ
q
げ
讐

毛

霞
巻

コ
閃
p
℃
震

δ
勺
げ
暮
9
σ
⊆
&

プ
潟

、

9
昌
雷

く
一旨
9
℃
身

9-
」

と
表

現

さ

れ

る

こ

ど

と
も

關

連

す

る
も

の

で

あ
り

、

「
佛

華

嚴

」

即

ち

蓮

華

藏

世

界

や

、

佛

華

嚴

三
昧

な

ど

の
基

本

形

と

考

え

ら

れ

る
。

こ

の
聯
攣

と

關

係

す

る

『
雑

阿

含

二
三
』

(
U
ぞ
《
9、
<
p
α
習

2

℃

お

凝

H
さ

に
相

當

)
に
叙

述

さ
れ

た
舎

衛

城

の
佛

の

紳

攣

を
摯

げ

よ

う
。

「
又

復
、

佛

、
舎

衛

國

に
住

し

た

ま

ふ
時

、

如

來

大

い

に
神

力

を
作

す

。

種

種
攣

化

し

諸

佛

の
形

を

作

し

諸

方

に
漏

在

し

、

乃

ち

阿

迦

尼

旺

天

に
至

る
。
我

(賓

頭

盧

の

こ
と

)
、

爾

の
時

、

亦

、

中

に
在

つ
て
如
來

の
種

種
攣

化

肺

通

の
相

を

見

る
)

(
正
藏

二
、

一
六

九

c
)

こ

こ

に

U
一く
旨

く
p
α
習

p

で
は

宮

&

鼠

く
暮

9
ヨ
ω
9
冨

と
き
口
う

語

も

用

い

て

い

る
。

こ
れ

は
先

の
神

攣

の

一
素

材

と

見

倣

さ

れ

る

。

こ

の
よ

う

に
法

界

に

一
切

諸

如
來

が

遍
満

す

る

廣

大

な

る

耐

攣

が

池

上

空

に
華

・
董

を

い

つ
ば

い

に
し

て
振

が

る

大

輪

の
蓮

華

と

し

て
讐

え

ら

れ

る
。

こ

㌧
に

『
華

嚴

』

の

名

の
原

意

が

あ
り

、

9

&

ヶ
91
<
9
蜜

旨
沼
閃
ρ

《

佛

の
集

ま
り

・
花

環

》

と

か

σQ
巷

α
穿

く
旨

げ
ρ

《

董

・
部
分

の
荘

嚴

》

の
意

も
漸

次

明

確

に
な

る

と

思

わ

れ

る
。

ガ

ン
ダ

ヴ

ュ
ー

ハ
の

ω
91
σQ
霞
p
B
①
σQ
げ
菩

章

に
大

海

中

よ

り
大

蓮

華

が

涌

出

す

る
叙

述

が

あ

り
、

そ

の
蓮

華

の

一
部

と

し

て

《

旨
9
島

く
91
昼
口
蔓

p
ヨ
p
巳
蜜

9

91
く
9
富

ヨ
$

冨

ヨ

(o
<
も

や

①
肝
昌
①
占
ご

ね
こ
め
い
し

　

　

　

大

き

な

瑠

璃

(猫

晴

石

)
の
寳

石

の

ア

バ
タ

ム
サ

カ

を

(
も

て

る
)
》

と

あ
り

、

唐

経

で
は

「
吠

瑠
璃

寳

爲

藏

(
明

本

は
華

)
」

、

行

願

品

は

「
毘

瑠

璃

摩

尼

王

寳
爲

劉

」

と

あ

る
。

p
<
暮

9
ヨ

器

ま

た

は

磐

暮

ρ
ヨ
ω
9
冨

に
は
集

ま

り
、

群

れ
、

花

環

、

環

飾

り

、

耳

飾

り

、

耳

環
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の
意

味

が

あ

る
。

こ

れ

と
同

じ

よ

う

な

蓮
華

の

話

は

ガ

ン
ダ

ヴ

ュ
ー

ハ
で

は

○
<
.

℃
℃
G。
Q。
メ

ギ

P

O
〈

℃
や

心
O
O。
"
㊤
占

O

に
も

あ

り
、

こ

の

二

つ
の
偶

中

で

は
池

中

よ

り
千

葉

の
蓮

華

が

出

現

し

、

各

々
寳

石

の
葉

、

董

、

藏

、

髪

、

蘂

が

備

つ
て

い
る
。

そ

の
中

で
憂

は

冨

菖

貯
9

で
あ

る
。

閃
9
ぢ

爵

9

ま

た

は

冨

お

蒔

p

は

耳

を

も

て

る
も

の

、
圓

い
隆

起

部

、
中

心

部

、
環

、
耳

環

(
飾

)

も

し
く

は
蓮

華

の

℃
Φ
賦
。
碧
℃

(
苞

、

毬

、

果

被

)

で

あ

る
。

墓

に
當

る
語

で

あ

る

が

9
<
暮

9
B

ω
p
冨

と

同
義

の
用

法

で

あ

ろ

う

か
。

こ

の
よ

う

な
事

の
解

決

は
今

後

の
課

題

と

し

て
淺

さ

れ

よ
う

。

B

思

想

内

容

に

つ
い

て

思

想

内

容

の
問

題

は
比

丘

の

$

菩

似
σq
葺
91
昌
℃
沼

鴇

B
一
《

私

は
諸

佛

を

見

る
》

と

そ

の
法

門

で
あ

る

ω
9
ヨ
睾

$
白
償
冨

ヨ

ω
舘

く
91
蜜
ヨ
・

あ
ま

σ
9督
p該
粒
ρ℃
江
ωp日
ρ
<
器
9
Hp
⇔
巴
○
吋
蝉
団
倒
B

げ
¢
α
α
げ
習
島
8
噌三

《
普
ね
き
門
(
を
)、

一
切

(
の
佛
)
の
境
界
を
示
す
法
會
を
見
る
こ
と

に
お
い
て
佛
を
憶
念
す
る
こ
と
、園普
門
光
明
観
察
正
念
三
昧

(晋
維
)
、
憶
念

一
切
諸
佛
境
界
無
凝
智
慧
普
見
法
門

(唐
経
)
、
憶
念

一
切
諸

佛
卒
等
境
界
無
凝
智
慧
普
見
法
門
》

の
方
便
功
徳
と
し
て
の
二
十

一
の

ゆ
二
Q
創
ヶ
餌
旨
話
ヨ
怯
江

と
が
中
心
で
あ
る
。

e
こ
の
法
門
が

『
捜

玄
記
』
以
來
、

十
住
位
の
初
獲
心

℃
蜜
夢
9
白
99
暮
oな
四
臼
冨

住
に
配
繹
さ
れ
る
こ
と
が
習
わ
し
と
な
つ
て
い
る
が
、

そ
れ
が
ガ
ン
ダ

ヴ

ユ
ー
ハ
自
謹

に
企
圖
さ
れ
て
い
た
か
と
言
う
疑
問
と
口

切
&
自

習
湯
白
廿
江

の
思
想
背
景
を
通
し
て
、

こ
＼
の
二
十

一
門
の
特
色
を

み
る
こ
と
。

日
こ
の
法
門
と
封
踪
的
な
唯
心
的
念
佛

・
見
佛
が
読
か
れ
る
ガ
ン
ダ
ヴ

ュ
ー
ハ
中
の
解
腕
長
者

冨
二
葬
爵

ρ

糟
Φ誓
三
⇒

の

法
門
と
の
比
較
な
ど
を
考
察
す
る
。
し
か
し
、
紙
面
の
關
係
で
い
ま
は
割
愛
し
て
次
號
に
載
せ
た
い
。

〔
未
完
〕

ー

妙
峰
孤
頂
草

離
離

(碧
巖
二
十
三
則
)
1

こ
の
小
稿

は
龍
谷
大
、
高
峯
、
木
村
爾
先
生

の
研
究
指
導
に
依

つ
て
い
る
。


